
　
若
葉
が
ま

ぶ
し
い
季
節

に
な
っ
た
。

樹
木
は
毎
年

新
芽
を
再
生
す
る
が
、
人
は
そ

う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

平
均
寿
命
を
コ
ツ
コ
ツ
伸
ば
し

て
、
つ
い
に
人
生
1
0
0
年
時

代
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
。
今
1

0
0
歳
以
上
の
人
は
6
万
7
千

人
。
1
9
9
0
年
と
比
べ
て
20

倍
以
上
だ
▼
ロ
ン
ド
ン
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
の
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ

ト
ン
教
授
は
、
著
書
の
中
で
、

長
生
き
に
対
し
て
生
き
方
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
は

学
校
を
卒
業
し
、
就
職
、
リ
タ

イ
ア
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
人

生
の
途
中
で
学
び
直
し
、
別
の

分
野
で
活
躍
す
る
と
い
う
選
択

肢
が
あ
っ
て
も
良
い
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
べ
ば
、
社
会
を
支
え
続
け
る

人
が
多
数
出
て
く
る
だ
ろ
う
と

も
▼
も
っ
と
も
、
人
生
1
0
0

年
時
代
と
は
関
係
な
く
、
人
生

の
途
中
で
学
び
直
す
と
い
う
こ

と
は
大
切
だ
。
た
と
え
学
校
な

ど
へ
は
行
か
な
く
て
も
、
心
構

え
だ
け
で
も
い
い
。
我
々
医
療

に
携
わ
る
者
は
、
学
び
直
す
な

ら
理
科
系
で
も
文
科
系
で
も
い

い
だ
ろ
う
。
文
科
系
な
ら
成
果

は
数
字
で
は
表
わ
せ
な
い
か

ら
、
他
人
と
比
べ
る
必
要
が
な

い
し
、
心
機
一
転
新
し
い
形
で

世
の
中
に
貢
献
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
▼
好
き
嫌
い
は
別
に
し

て
、
世
の
中
は
常
に
変
化
し
て

ゆ
く
。
ぶ
れ
な
い
自
分
の
軸
を

持
ち
な
が
ら
、
周
り
の
変
化
に

素
早
く
対
応
し
、
新
た
な
こ
と

に
挑
戦
す
る
人
は
、
い
く
つ
に

な
っ
て
も
若
葉
の
よ
う
に
精
神

を
し
な
や
か
に
保
つ
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。 

（C
le
a
r

）

　
綾
部
医
師
会
選
出
の
代
議

員
に
欠
員
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
れ
に
と
も
な
い
京
都
府
保

険
医
協
会
選
挙
規
定
第
32
条

1
項
に
よ
り
、
代
議
員
の
補

欠
選
挙
の
公
示
を
次
の
通
り

行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
1
8
年

5
月
25
日
（
金
）

　
▽
締
切
日
時
＝
6
月
1
日

（
金
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
1
人

　
▽
任
　
期
＝
19
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員 

補
選
の
公
示

綾 

部

社会保障として高齢者ケアを
　
協
会
は
4
月
28
日
、
京
都
市

内
で
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
高
齢

者
ケ
ア
保
障
の
実
現
へ
」
を
開

催
。
88
人
の
市
民
・
事
業
者
・

介
護
家
族
・
医
師
ら
が
参
加
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
た
「
誰
が

し
て
く
れ
は
ん
の
？　
地
域
包

括
ケ
ア
」
は
、
国
が
喧
伝
し
て

き
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
が
、
国
・
自
治
体
の
社
会

保
障
責
務
の
曖
昧
化
を
も
た
ら

し
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
が
切
り
詰
め
ら
れ
、
そ
の
代

替
と
し
て
自
助
・
互
助
が
強
要

さ
れ
、「
地
域
共
生
社
会
」
論

に
ま
で
至
る
現
状
に
対
す
る
問

い
か
け
で
あ
る
。

　
介
護
保
険
制
度
創
設
か
ら
18

年
を
経
た
今
、
同
制
度
を
乗
り

越
え
、
社
会
保
障
と
し
て
の
高

齢
者
ケ
ア
保
障
実
現
を
目
指
す

取
組
の
本
格
展
開
を
訴
え
る
べ

く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し

た
。
折
し
も
、
協
会
も
協
力
す

る
福
祉
国
家
構
想
研
究
会
が
書

籍
『
老
後
不
安
社
会
か
ら
の
転

政
策
部
員
の
司
会
に
よ
り
進

行
。
冒
頭
、
垣
田
さ
ち
子
理
事

長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
創
設
18
年
を
経
過
し
た
介

護
保
険
制
度
は
保
険
料
負
担
も

膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
充
実
し

た
ケ
ア
を
提
供
す
れ
ば
保
険
料

も
引
き
上
が
る
根
本
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
今
や
若
い
世
代
は

介
護
保
険
が
昔
か
ら
あ
る
制
度

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
。

「
2
0
2
5
年
」
を
錦
の
御
旗

に
進
め
ら
れ
る
改
革
に
対
し
、

現
場
か
ら
の
抜
本
改
善
の
提
起

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
訴
え

た
。

　
記
念
講
演
で
岡
﨑
氏
は
、
介

護
保
険
制
度
改
善
だ
け
で
な

く
、
医
療
か
ら
住
宅
保
障
ま
で

を
視
野
に
社
会
保
障
と
し
て
の

高
齢
者
ケ
ア
実
現
を
目
指
す
視

点
の
重
要
性
を
強
調
。
そ
の
た

め
の
争
点
と
し
て
浮
上
し
て
い

る
の
が
「
自
立
」
だ
と
指
摘
し

た
。
介
護
保
険
制
度
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
量
・
種
類
の
拡
大

を
も
た
ら
し
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
、
相
談
機
関
の
拡

大
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
今

日
、
行
政
サ
イ
ド
か
ら
語
ら
れ

な
く
な
っ
た
言
葉
に
制
度
創
設

時
に
は
語
ら
れ
て
い
た
介
護
の

社
会
化
が
あ
る
。

　
介
護
の
社
会
化
に
は
、
三
つ

の
方
向
性
が
あ
る
。「
共
同
化

と
し
て
の
社
会
化
」「
公
共
性

と
し
て
の
社
会
化
」
そ
し
て
、

介
護
保
険
が
該
当
す
る
の
が

「
商
品
化
と
し
て
の
社
会
化
」

で
あ
る
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
医
療
保

険
で
あ
れ
ば
医
師
の
専
門
性
に

応
じ
て
現
物
給
付
さ
れ
る
こ
と

で
達
成
さ
れ
る
「
必
要
充
足
」

原
則
と
は
相
い
れ
な
い
、
個
人

契
約
・
現
金
給
付
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
ま
た
不
可
分
な
は
ず
の

身
体
と
生
活
援
助
に
ケ
ア
を
分

断
し
、
専
門
性
が
担
保
さ
れ
て

い
な
い
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
内
在
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
改
革
す
る
視
点
と
し
て
、
制

度
構
造
・
運
営
や
改
革
過
程
の

民
主
化
・
分
権
化
、
社
会
保

障
・
社
会
福
祉
と
し
て
の
理
念

の
再
生
、
人
権
・
生
活
に
立
脚

し
た
社
会
保
障
と
し
て
の
ケ
ア

保
障
・
高
齢
者
福
祉
の
再
生
が

必
要
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に

は
制
度
改
革
の
度
に
ケ
ア
保
障

か
ら
逸
脱
し
て
お
り
、
そ
の
背

景
に
国
の
成
長
戦
略
の
推
進
を

目
指
す
構
造
改
革
が
あ
り
、
そ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

　
問
わ
れ
て
い
る
の
は
「
官
製

の
自
立
」
か
、「
私
た
ち
の
自

官
製
の
自
立
か
、
私
た
ち
の
自
立
か
？

立
」
か
の
争
点
で
あ
り
、
介
護

保
険
制
度
改
定
を
含
め
た
ケ
ア

保
障
政
策
の
実
現
で
あ
り
、

「
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く

り
」
と
「
生
活
者
に
お
け
る
ケ

ア
の
統
合
を
中
心
に
お
い
た
重

層
的
な
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
実
現
で
あ
る
と
強
く
訴
え

た
。 

（
2
面
に
続
く
）

換　
介
護
保
険
か
ら
高
齢
者
ケ

ア
保
障
へ
』（
大
月
書
店
）
を

上
梓
。
そ
の
筆
者
ら
を
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
招
い
た
。

　
記
念
講
演
な
ら
び
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
教

授
の
岡
﨑
祐
司
氏
。
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
、
全
日
本
民
主
医
療

機
関
連
合
会
事
務
局
次
長
の
林

泰
則
氏
、
明
星
大
学
非
常
勤
講

師
・
社
会
福
祉
士
の
末
永
睦
子

氏
、
佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部

教
授
の
横
山
壽
一
氏
、
医
師
の

塚
本
忠
司
氏
が
登
壇
し
、
介
護

保
険
制
度
の
歴
史
を
振
り
返
り

つ
つ
、
高
齢
者
ケ
ア
保
障
実
現

に
向
け
た
原
則
を
提
起
し
た
。

　
講
演
会
は
協
会
の
礒
部
博
子

地域包括ケアの在り方問う

「
老
後
不
安
社
会
か
ら
の
転
換
」で
シ
ン
ポ

発言する各氏
（上段左側から
末永氏、林氏、
岡﨑氏。下段左
側から塚本氏、
横山氏）

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 5 月 2 5 日 第 3 0 2 6 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

　
安
倍
政
権
の
重

要
な
政
策
の
一
つ

に
働
き
方
改
革
が

あ
る
。
非
正
規
労

働
者
の
処
遇
改

善
、
賃
金
引
き
上

げ
、
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
過
労
死

や
、
過
労
自
殺
の
撲
滅
に
向
け

て
の
側
面
が
あ
る
一
方
、
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
な

ど
危
険
な
側
面
も
併
せ
持
っ
て

い
る
。
医
師
に
つ
い
て
は
、
労

働
基
準
法
の
改
正
法
施
行
5
年

後
に
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

を
適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
が
、
規
制
の
あ
り
方
も
慎
重

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
場
で
は
医
師
法
に
定
め
ら

れ
て
い
る
応
召
義
務
を
根
拠

に
、
誰
で
も
い
つ
で
も
医
療
を

受
け
ら
れ
る
体
制
が
構
築
さ
れ

て
き
た
が
、
長
時
間
労
働
の
要

因
と
し
て
、「
断
れ
な
い
」
緊

急
対
応
や
手
術
・
外
来
対
応
で

の
労
働
時
間
の
延
長
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
医
師
と
し
て
、
目

の
前
の
患
者
さ
ん
を
助
け
た

い
、
と
い
う
献
身
的
な
思
い
と

正
義
感
が
我
々
の
根
底
に
あ
る
。

　
過
重
労
働
は
な
く
す
べ
き
だ

が
、
一
方
的
に
勤
務
医
の
長
時

間
労
働
を
是
正
す
れ
ば
、
外
来

診
療
の
削
減
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
見
ら
れ
、
救
急
・
時

間
外
診
療
に
伴
う
手
当
や
医
師

を
増
や
せ
ば
、
診
療
報
酬
が
上

が
ら
な
い
限
り
病
院
経
営
を
圧

迫
す
る
。
病
院
と
診
療
所
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
で
連
携

し
て
い
る
た
め
、
医
師
不
足
と

地
域
の
偏
在
、
診
療
科
偏
在
を

解
消
せ
ず
に
労
働
時
間
の
上
限

規
制
を
設
け
れ
ば
、
地
域
医
療

は
成
り
立
た
な
く
な
る
。

　
地
区
懇
談
会
で
は
、
開
業
医

の
平
均
年
齢
も
上
が
っ
て
き

て
、
数
年
後
に
今
の
在
宅
医
療

体
制
が
提
供
で
き
る
か
ど
う
か

不
安
で
あ
る
と
い
う
声
も
聞
い

て
い
る
。
医
療
機
関
の
管
理
者

に
時
間
外
労
働
は
な
く
、
雇
用

や
経
営
、
医
療
安
全
管
理
に
関

し
て
も
強
い
ス
ト
レ
ス
と
日
々

戦
っ
て
い
る
。

　
協
会
で
は
、
会
員
の
日
常
診

療
や
将
来
の
生
活
保
障
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
、
医
賠
責

保
険
、
休
業
補
償
の
他
に
各
種

保
険
商
品
も
取
り
扱
っ
て
い

る
。
保
険
医
共
済
会
の
グ
ル
ー

プ
保
険
は
、
団
体
定
期
保
険
の

生
命
保
険
で
あ
る
が
、
保
険
料

が
安
い
う
え
に
、
余
剰
金
が
あ

れ
ば
配
当
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

一
年
更
新
の
保
険
な
の
で
、
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
保

障
額
の
見
直
し
が
で
き
る
。

　
健
康
で
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
を
続
け
て
い
け
る
こ
と
は
、

幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
う
。
勤
務

医
師
や
、
新
規
開
業
の
医
師
な

ど
多
く
の
会
員
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

地
域
医
療
守
る
保
険
医
の

生
活
保
障
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実

改
定
こ
う
み
る（
小
児
科
・
産
婦
人
科
） （
2
面
）

地
区
と
の
懇
談（
右
京
、舞
鶴
） （
3
面
）

京
都
市
政
策
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
習 

（
5
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
高
齢
者
ケ
ア
保
障
を
求
め
て
」
で

は
、
岡
﨑
祐
司
氏
の
記
念
講
演
に
引
き
続
き
、
林
泰
則

氏
、
末
永
睦
子
氏
、
横
山
壽
一
氏
、
塚
本
忠
司
氏
の
4
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。以
下
、ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

　
林
氏
は
「
歴
史
と
未
来
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、「
生
ま

れ
も
育
ち
も
社
会
保
障
構
造
改

革
と
と
も
に
あ
る
」
介
護
保
険

制
度
の
創
設
経
緯
を
振
り
返
っ

た
。
現
在
、
制
度
へ
の
信
頼
は

失
墜
し
た
。
制
度
創
設
時
の
老

健
局
長
だ
っ
た
堤
修
三
氏
を
し

て
「
介
護
保
険
は
国
家
的
詐

欺
」
と
厳
し
く
批
判
せ
し
め
る

ほ
ど
で
あ
る
。
担
い
手
不
足
、

介
護
離
職
増
大
が
叫
ば
れ
て
い

る
。
財
政
も
深
刻
で
、
持
続
可

能
性
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
国
の
強

調
す
る
「
自
立
」
を
め
ぐ
っ
て

は
、
元
厚
労
官
僚
の
増
田
雅
暢

氏
が「「
自
立
」と
は
、介
護
が
必

要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、

自
分
の
も
て
る
力（
残
存
能
力
）

を
活
用
し
て
、自
分
の
意
思
で

主
体
的
に
生
活
で
き
る
こ
と
で

あ
る
」
と
述
べ
る
な
ど
、
か
つ

て
の
関
係
者
か
ら
も
批
判
さ
れ

る
事
態
で
あ
る
。

　
あ
ら
た
め
て
、
現
行
介
護
保

険
制
度
の
「
再
設
計
」
か
ら
、

新
た
な
介
護
保
障
制
度
の
構
築

へ
の
国
民
的
な
世
論
形
成
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
末
永
氏
は
、
自
身
の
首
都
圏

に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

し
て
の
実
践
を
通
じ
「『
見
守

り
』
と
い
う
名
の
社
会
的
ネ
グ

レ
ク
ト
か
ら
真
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
」
の
実
現
を
訴
え
た
。

　
自
助
・
互
助
が
強
調
さ
れ
、

愛
知
県
大
府
市
で
列
車
に
は
ね

ら
れ
て
死
亡
し
た
91
歳
の
認
知

症
男
性
に
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
約
7

2
0
万
円
の
賠

償
が
求
め
ら
れ

た
。
あ
る
い
は

精
神
障
害
の
あ

る
方
の
監
禁
事

件
、
そ
の
末
の

死
亡
事
件
が
相

次
い
だ
り
も
し

て
い
る
。
い
ず

れ
の
ケ
ー
ス
も

医
療
・
福
祉
が

か
か
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と

が
特
徴
で
あ

る
。
家
族
が
い

れ
ば
家
族
の
責

任
が
問
わ
れ
て
し
ま
う
社
会
の

実
情
が
招
い
た
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
た
。

　
自
治
体
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
機
能
が
低
下
し
、
高
齢
者
が

自
宅
に
住
み
続
け
る
権
利
す
ら

侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
入
院

期
間
の
短
縮
が
社
会
的
入
院
を

生
み
出
し
て
い
る
こ
と
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
「
自
助
」「
互

　
横
山
氏
は
、
財
政
構
造
か
ら

み
た
介
護
保
険
制
度
の
問
題
点

を
指
摘
し
、
ケ
ア
保
障
を
可
能

と
す
る
財
政
へ
の
転
換
を
提
起

し
た
。

　
介
護
保
険
の
欠
陥
は
財
政
構

造
と
リ
ン
ク
し
、
高
い
保
険
料

か
サ
ー
ビ
ス
か
の
選
択
が
強
い

ら
れ
る
。
自
治
体
は
自
ら
負
担

と
給
付
の
調
整
を
求
め
ら
れ
る

が
限
界
が
あ
り
、
給
付
が
増
大

し
負
担
能
力
を
は
る
か
に
超
え

る
保
険
料
額
に
な
っ
て
い
る
。

国
は
財
政
難
に
対
し
制
度
破
壊

に
よ
る
財
政
の
帳
尻
合
わ
せ
を

進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
転
換
し
、
高
齢
者

ケ
ア
保
障
の
た
め
の
財
政
を
目

指
す
原
則
と
し
て
、
①
国
に
よ

る
財
政
責
任
原
則
②
事
務
費
・

歴
史
・
現
実
・
未
来

ケ
ア
保
障
の
た
め
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
再
構
築

高
齢
者
ケ
ア
の
財
政
論

医
療
と
介
護
の
連
携
を
ど
う
考
え
る
か

（
1
面
よ
り
続
き
）

投
資
的
経
費
の
全
額
国
庫
負
担

原
則
③
同
一
所
得
・
同
一
保
険

料
原
則
④
保
険
料
の
最
低
生
活

保
障
原
則
⑤
窓
口
負
担
ゼ
ロ
原

則
⑥
企
業
負
担
の
累
進
型
総
報

酬
比
例
方
式
⑦
民
主
的
な
徴

税
・
徴
収
機
構
の
確
立
と
そ
の

下
で
の
一
括
管
理
⑧
全
国
単
一

の
「
疾
病
金
庫
」
の
設
立
―
の

8
本
の
柱
を
提
起
し
た
。

　
塚
本
氏
は
法
定
化
さ
れ
た

「
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
」

に
つ
い
て
報
告
。
同
事
業
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一

環
と
し
て
2
0
1
2
年
度
よ

り
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
て

き
た
。

　
京
都
市
は
各
地
区
医
師
会
へ

の
委
託
を
決
め
、
17
年
度
か
ら

右
京
・
下
京
・
南
区
、
18
年
度

に
北
・
上
京
、
中
京
、
西
京

区
、
19
年
度
か
ら
市
全
域
で
の

実
施
を
目
指
す
。
だ
が
行
政
区

ご
と
の
温
度
差
は
小
さ
く
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
医

療
・
介
護
資
源
、
自
治
体
の
意

欲
な
ど
、
地
域
事
情
が
大
き
く

影
響
す
る
。
西
京
で
も
1
9
9

　
今
回
の
改
定
の
重
点
に
小
児

医
療
、
周
産
期
医
療
、
救
急
医

療
の
充
実
を
盛
り
込
ん
だ
と
さ

れ
た
。
充
実
の
意
味
は
、
現
実

に
即
し
変
更
す
る
こ
と
と
み

た
。
変
更
の
多
く
は
入
院
医
療

が
中
心
で
、
①
小
児
入
院
医
療

　
外
来
に
限
る
と
医
療
現
場
に

即
し
た
改
定
が
試
み
ら
れ
て
い

る
。
小
児
科
標
榜
が
要
件
で

あ
っ
た
小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
料
が
心
療
内
科
標
榜

も
対
象
と
変
更
さ
れ
た
。
小
児

心
身
症
児
に
は
通
院
し
や
す
い

環
境
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
小
児
科
療
養
指
導
料

（
算
定
要
件
：
小
児
科
標
榜
）

に
お
い
て
は
、従
来
、小
児
科
を

担
当
す
る
医
師
が
指
導
を
行
っ

た
場
合
に
算
定
し
た
が
、
小
児

科
医
以
外
の
医
療
従
事
者
（
看

護
師
）
が
指
導
を
行
っ
た
場
合

に
も
算
定
可
能
と
さ
れ
た
。
医

療
的
ケ
ア
児
を
治
療
す
る
医
師

の
負
担
の
軽
減
効
果
も
期
待
さ

れ
る
。
産
婦
人
科
に
限
ら
ず
算

定
可
能
と
し
た
妊
婦
加
算
も
同

様
の
考
え
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
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小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
は

電
話
等
に
よ
る
緊
急
の
相
談
に

原
則
、
自
院
で
常
時
対
応
を
行

う
要
件
で
、
育
児
に
慣
れ
ぬ
親

の
昼
夜
を
問
わ
ぬ
対
応
を
強
い

る
、
働
き
方
改
革
が
提
唱
さ
れ

る
以
前
の
厳
し
い
内
容
が
組
み

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
ハ
ー
ド
ル

は
医
師
の
過
労
死
レ
ベ
ル
以
上

で
あ
っ
た
。
今
回
要
件
が
一
部

緩
和
さ
れ
た
。
高
齢
者
と
違

い
、
小
児
の
「
か
か
り
つ
け

医
」
の
役
割
に
緊
急
の
相
談
が

占
め
る
割
合
が
意
外
と
少
な
い

こ
と
が
理
解
さ
れ
ず
、
か
か
り

つ
け
医
の
評
価
に
ぶ
れ
が
生
じ

た
。
今
後
さ
ら
に
検
討
が
必
要

な
案
件
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回

の
改
定
は
前
回
と
比
べ
現
実
に

一
歩
近
づ
い
た
改
正
と
評
価
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、

「
か
か
り
つ
け
医
」に
関
す
る
契

約
に
患
者
側
の
理
解
が
得
ら
れ

る
か
の
問
題
は
引
き
続
き
残
る
。

　
小
児
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援

加
算
に
つ
い
て
は
、
抗
菌
薬
適

正
使
用
を
説
明
す
る
必
要
か
ら

検
査
数
増
加
が
予
想
さ
れ
、
保

育
園
児
数
増
加
に
伴
う
流
行
性

疾
患
の
多
発
に
対
応
し
た
迅
速

検
査
の
増
加
傾
向
か
ら
、
小
児

科
外
来
診
療
料
算
定
医
療
機
関

へ
の
経
費
の
補
填
は
当
然
必
要

と
な
る
。
4
割
の
非
算
定
機
関

や
他
科
に
は
加
算
が
な
く
、
小

児
医
療
の
抗
菌
薬
適
正
使
用
を

に
ら
ん
だ
改
正
と
は
異
な
る
。

　
小
児
科
診
療
に
現
実
的
な
改

正
に
、
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ

イ
ル
ス
抗
原
検
査
が
あ
る
。
前

は
画
像
診
断
で
肺
炎
を
疑
っ
た

6
歳
以
下
に
算
定
可
能
と
し
た

が
、
今
回
は
胸
部
聴
診
所
見
で

肺
炎
を
疑
っ
た
場
合
も
加
え

た
。
小
児
科
診
療
所
の
6
割
以

上
が
Ｘ
線
診
断
装
置
を
有
し
て

い
な
い
現
状
か
ら
も
現
実
に
即

し
て
い
る
。

　
今
後
も
今
回
の
よ
う
な
小
児

医
療
現
場
に
即
し
た
改
定
が
望

ま
れ
る
。

管
理
料
1
・
2
に
お
け
る
が
ん

拠
点
病
院
加
算
、
緩
和
ケ
ア
診

療
加
算
の
算
定
②
小
児
特
定
集

中
治
療
室
管
理
料
の
対
象
患
者

に
つ
い
て
、
小
児
慢
性
特
定
疾

病
の
対
象
患
者
に
つ
い
て
は
、

20
歳
未
満
の
患
者
ま
で
拡
大
③

入
退
院
支
援
に
係
る
評
価
に
つ

い
て
、
対
象
で
あ
る
「
退
院
困

難
な
要
因
」
に
小
児
に
お
け
る

退
院
困
難
な
場
合
を
加
え
る
。

ま
た
、
加
算
1
の
施
設
基
準
の

一
つ
で
あ
る
介
護
支
援
等
連
携

指
導
料
の
算
定
件
数
を
、
小
児

に
お
け
る
退
院
困
難
小
児
を
専

門
と
す
る
医
療
機
関
や
病
棟
に

対
応
す
る
要
件
に
見
直
す
―
な

ど
で
あ
る
。

　
初
・
再
診
料
は
点
数
表
の
一

丁
目
一
番
地
で
す
が
、
今
回
の

改
定
発
表
の
冒
頭
は
、
妊
婦
加

算
の
新
設
で
し
た
。
妊
婦
が
保

険
受
診
し
た
場
合
、
産
婦
人
科

の
み
な
ら
ず
す
べ
て
の
科
で
、

表
の
よ
う
に
初
診
料
と
再
診
料

（
外
来
診
療
料
）
に
対
し
て
、

し
た
が
、
妊
婦
に
つ
い
て
も
同

じ
割
増
加
算
が
加
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。「
や
っ
か
い
な
幼

な
子
の
診
察
、
そ
れ
と
同
じ
配

慮
を
妊
婦
に
も
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、

こ
の
妊
婦
加
算
を
請
求
す
る
場

合
は
、
レ
セ
プ
ト
の
摘
要
欄
に

必
ず「
妊
婦
」と
記
載
し
ま
す
。

　
以
上
だ
け
な
ら
簡
単
な
の
で

す
が
、「
夜
間
・
早
朝
等
加
算
」

（
要
届
出
、4
0
0
床
未
満
）
で

の
妊
婦
加
算
の
記
載
が
分
か
り

に
く
い
。「
夜
間
・
早
朝
等
加

算
」
と
は
、「
夜
間
や
早
朝
の

診
療
体
制
を
評
価
す
る
点
数
」

で
す
。
例
え
ば
診
療
時
間
中
な

の
に
午
後
6
時
を
過
ぎ
る
と
急

に
夜
間
・
早
朝
等
加
算
50
点
が

つ
く
。（
東
京
の
夜
の
救
急
現

場
対
策
ら
し
い
が
）
夜
診
が
あ

た
り
ま
え
の
京
都
で
は
奇
妙
な

制
度
と
思
わ
れ
た
も
の
で
す
。

科
を
選
ば
ず
に
算
定
で
き
、
妊

婦
加
算
と
併
算
で
き
ま
す
が
、

特
例
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、

「
産
科
・
産
婦
人
科
標
榜
の
医

療
機
関
」
だ
け
は
、
妊
婦
が
夜

間
・
早
朝
等
加
算
の
対
象
と

な
っ
た
場
合
に
特
例
と
し
て
、

妊
婦
加
算
プ
ラ
ス
50
点
で
な
く

「
産
科
特
例
加
算
の
時
間
外

（
初
診
2
0
0
点
ま
た
は
再
診

1
3
5
点
）」
が
算
定
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に

夜
間
・
早
朝
等
加
算
で
は
、
小

児
科
だ
け
が
6
歳
未
満
の
乳
幼

児
を
診
察
す
る
と
、
50
点
で
な

く
「
乳
幼
児
加
算
の
時
間
外
」

で
算
定
し
て
い
た
方
式
で
す
。

　
今
回
の
妊
婦
加
算
は
あ
く
ま

で
加
算
で
す
。
普
通
、
産
婦
人

科
で
は
、
正
常
妊
娠
の
有
無
の

診
療
や
妊
婦
健
康
診
査
で
は
自

費
診
療
が
原
則
で
す
。
加
算
は

本
体
が
な
い
と
算
定
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
の
妊
婦
加
算
の

保
険
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

時
間
内
・
時
間
外
・
休
日
・
深

夜
そ
れ
ぞ
れ
に
、
通
常
の
加
算

で
な
く
「
妊
婦
加
算
」
と
い
う

割
増
点
数
の
加
算
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
（
表
）。

　
か
ね
て
よ
り
初
・
再
診
料
で

は
、
6
歳
未
満
児
に
つ
い
て
の

「
乳
幼
児
加
算
」が
お
馴
染
み
で

小
児
診
療
に
即
し
た
改
定
を
意
識
し
て

小
児
科 

東
道 

伸
二
郎

妊
婦
加
算
が
新
設

産
婦
人
科 

山
下
　
元

0
年
度
以
降
、
地
域
ケ
ア
の
取

組
を
進
め
て
き
た
。
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
今
日
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
が
、
人
材
確
保
や
財

政
問
題
等
、
ク
リ
ア
す
べ
き
課

題
が
山
積
す
る
中
、
今
回
の
事

業
化
が
降
っ
て
く
る
こ
と
と

な
っ
た
。
地
域
の
実
状
に
あ
わ

せ
て
柔
軟
に
す
す
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
述
べ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
る
報
告
の
後
は
、
フ
ロ
ア
か

ら
介
護
家
族
の
方
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
等
が
質
問
や
発
言
を
投

げ
か
け
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。

　
最
後
に
は
主
催
者
を
代
表
し

て
渡
邉
賢
治
副
理
事
長
が
閉
会

あ
い
さ
つ
し
、
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

助
」
を
妨
げ
な
い
よ
う
「
安
易

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な

い
」
こ
と
を
研
修
で
教
育
さ
れ

て
い
る
実
態
が
あ
る
。
現
場
の

劣
化
を
直
視
し
、
克
服
す
る
取

組
が
必
要
だ
と
強
調
し
た
。

フロアから現場職員や家族の悩みの声が続々と

表　 妊婦加算、妊婦に対する時間外加算等、産
科・産婦人科特例

時間内 時間外 休日 深夜

初 診 75 200 365 695

再 診 38 135 260 590

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 5 月 2 5 日第 3 0 2 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



改
定
点
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

 

基
金
の
変
革
概
要
も
示
さ
れ
る

眼
科
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

　
京
都
府
眼
科
医
会
と
協
会
の
共
催
で
4
月
14
日
に
眼
科
診

療
内
容
向
上
会
を
開
催
。
参
加
者
は
94
人
と
な
っ
た
。
最
初

に
協
会
の
渡
邉
賢
治
副
理
事
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
国

保
の
都
道
府
県
化
、
地
域
医
療
構
想
、
か
か
り
つ
け
医
制

度
、医
師
の
働
き
方
改
革
、医
師
偏
在
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
、
今
後
注
視
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ

れ
た
。
次
に
京
都
府
眼
科
医
会
保
険
医
療
委
員
会
の
松
本
康

宏
委
員
長
か
ら
、
①
診
療
報
酬
改
定
②
支
払
基
金
の
高
度
化

計
画
③
そ
の
他
の
注
意
事
項
―
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。

　
①
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
。
妊
婦
加
算
（
初
診
75
点
、
再
診
38
点
）
が
新
設
さ
れ
た
。

妊
娠
に
関
連
し
な
い
傷
病
（
例

え
ば
C
L
検
査
料
）
で
も
算

定
可
能
で
あ
る
。
明
細
書
に

「
妊
婦
で
あ
る
」
と
の
記
載
が

必
要
。
在
宅
時
医
学
総
合
管
理

料
等
の
算
定
要
件
を
満
た
す
医

療
機
関
（
つ
ま
り
在
宅
医
療
を

や
っ
て
い
る
医
療
機
関
の
こ

と
）
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
眼

科
が
訪
問
診
療
を
行
っ
た
場
合

に
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料

（
1
）
の
「
2
」（
8
3
0
点
、

同
一
建
物
居
住
者
1
7
8
点
）

を
算
定
で
き
る
。
月
1
回
、
最

長
6
カ
月
。
検
査
料
や
処
方
せ

ん
料
、
処
置
料
は
算
定
可
。
初

診
料
、
再
診
料
は
算
定
で
き
な

い
。
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
は

計
画
的
に
訪
問
診
療
を
行
う
時

に
算
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
に
該
当
す
る
患
者
か
ら
緊
急

の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、
在

宅
患
者
訪
問
診
療
料
を
算
定
せ

ず
に
、
往
診
料
お
よ
び
再
診
料

を
算
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
計
画
的
な
訪
問
診
療

を
月
2
回
す
る
と
き
は
、
1
回

目
は
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
と

な
る
が
、
2
回
目
は
検
査
料
や

処
方
せ
ん
料
の
み
算
定
す
る
こ

と
に
な
る
。
光
干
渉
断
層
血
管

撮
影
（
4
0
0
点
）
が
新
設
さ

れ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
眼
底
カ

メ
ラ
撮
影
や
造
影
検
査
、
自
発

蛍
光
撮
影
を
行
っ
て
も
、
こ
れ

ら
は
光
干
渉
断
層
血
管
撮
影
に

含
ま
れ
る
。
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
感

度
検
査
（
2
0
7
点
）
は
白
内

障
手
術
前
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
1

回
算
定
可
。
前
眼
部
三
次
元
画

像
解
析
（
2
6
5
点
）
は
急
性

緑
内
障
発
作
を
疑
う
狭
隅
角
眼

ま
た
は
角
膜
移
植
後
に
月
1
回

算
定
可
。
前
房
水
漏
出
検
査

（
1
4
9
点
）
は
ろ
過
手
術
後

1
年
以
内
の
も
の
に
算
定
可
。

　
②
支
払
基
金
の
高
度
化
計
画

に
つ
い
て
。
支
払
基
金
は
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し

て
、
改
革
を
進
め
て
い
る
。
2

　
協
会
は
4
月
5
日
、
右
京
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
地
区
か
ら
7
人
、
協
会
か

ら
5
人
が
出
席
し
、
右
京
医
師

会
の
寺
村
和
久
副
会
長
の
司
会

で
開
会
。
冒
頭
、
右
京
医
師
会

の
高
島
啓
文
会
長
よ
り
、
改
定

直
後
で
も
あ
り
、
忌
憚
な
く
意

見
を
交
わ
し
た
い
と
あ
い
さ
つ

の
後
、
協
会
の
垣
田
理
事
長
よ

り
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

各
部
会
か
ら
の
情
報
提

供
、
協
会
か
ら
の
テ
ー

マ
「
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
同
時
改
定
」「
医

療
提
供
体
制
・
保
険
制

度
改
革
の
現
状
と
各
地

区
の
医
療
課
題
」
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
意

見
交
換
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
地

区
か
ら
「
新
専
門
医
制
度
で
総

合
診
療
専
門
医
が
制
度
化
さ
れ

る
。
国
は
、
総
合
診
療
専
門
医

を
育
て
た
い
の
か
、
か
か
り
つ

け
医
を
育
て
た
い
の
か
、
ど
ち

ら
を
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ

と
も
両
者
の
す
み
分
け
を
狙
っ

て
い
る
の
か
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。こ
れ
に
対
し
協
会
は
、

「
厚
労
省
は
、当
初
は
総
合
的
に

患
者
を
診
る
専
門
医
を
多
数
育

成
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か

し
日
本
専
門
医
機
構
は
、
総
合

診
療
専
門
医
は
生
易
し
い
も
の

で
は
な
い
と
、
厳
し
い
認
定
制

度
と
し
た
。
厚
労
省
の
思
惑
と

学
会
の
姿
勢
と
に
違
い
が
生
ま

れ
た
。
現
在
の
見
通
し
と
し
て

は
総
合
診
療
専
門
医
の
数
は
限

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
学
生

も『
ド
ク
タ
ー
Ｇ
』の
よ
う
な
病

院
で
の
総
合
診
療
医
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
実
際
に

は
在
宅
中
心
の
医
師
像
と
な

り
、
希
望
す
る
人
も
多
く
は
な

い
の
で
は
な
い
か
」と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
医
療
提
供
体
制
に
関

し
て
、
地
区
よ
り
「
京
都
府
地

域
医
療
構
想
は
、
必
要
病
床
数

を
京
都
・
乙
訓
全
体
で
何
床
と

総
数
を
出
し
て
い
る
が
、
問
題

だ
。
回
復
期
リ
ハ
病
床
は
右
京

区
内
に
は
な
く
、
長
岡
京
市
等

に
送
っ
て
い
る
状
況
だ
。
し
か

し
、
京
都
・
乙
訓
医
療
圏
で
み

る
と
充
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ

る
。
数
で
割
り
切
る
考
え
方
は

危
険
で
、
京
都
市
の
中
の
地
域

偏
在
を
考
え
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
医
師
数
の
地
域
偏
在
の
問

題
も
、
数
だ
け
決
め
て
そ
の
通

り
医
師
が
動
く
と
は
思
わ
な

い
」
と
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
懇
談
会
は
点
数
改
定
直
後
で

も
あ
り
、
保
険
請
求
に
関
す
る

質
問
も
多
く
出
さ
れ
、「
初
・

再
診
料
の
妊
婦
加
算
を
算
定
す

る
か
ら
に
は
、
妊
婦
に
と
っ
て

安
全
な
薬
剤
リ
ス
ト
作
り
な
ど

体
制
や
指
針
づ
く
り
が
必
要
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
松
井
亮
好
副
会
長

が
、「
こ
の
懇
談
会
で
医
療
を

め
ぐ
る
諸
課
題
が
見
え
て
き
た

と
思
う
。
次
回
は
、
も
っ
と
多

く
の
会
員
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
懇
談
会
を
も
ち
た
い
」
と
締

め
く
く
ら
れ
た
。

0
2
2
年
ま
で
に
、
9
割
の
審

査
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
み
で

行
う
。
支
払
基
金
が
直
接
医
療

専
門
職
（
医
師
も
し
く
は
看
護

師
）
を
雇
用
し
、
残
り
の
1
割

の
審
査
を
す
る
。

　
③
そ
の
他
の
注
意
事
項
。
慢

性
疾
患
の
同
一
病
名
で
、
3
〜

5
カ
月
間
隔
の
受
診
時
に
初
診

料
を
算
定
し
て
い
る
レ
セ
プ
ト

に
対
し
て
、
定
期
検
査
で
は
な

い
の
か
と
い
う
保
険
者
再
審
査

請
求
が
急
増
し
て
い
る
。
初
診

料
を
算
定
で
き
る
の
は
、
同
一

傷
病
名
で
あ
る
が
異
な
る
症
状

や
病
態
で
あ
る
場
合
、
も
し
く

は
患
者
が
自
主
判
断
で
診
療
を

中
止
し
た
場
合
で
あ
る
（
点
眼

薬
の
量
が
多
い
と
主
張
が
困

難
）。 

（
西
陣
・
辻
　
俊
明
）

　
協
会
は
、
4
月
14
日
に
舞
鶴

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
舞
鶴

医
師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
医
師
会
か
ら
9
人
、
協
会

か
ら
5
人
が
出
席
し
た
。
懇
談

は
舞
鶴
医
師
会
の
奥
野
眞
樹
理

事
に
よ
り
進
行
。
冒
頭
、
同
会

の
梅
原
秀
樹
会
長
が
「
2
0
1

8
年
の
診
療
報
酬
改
定
は
前
回

を
上
回
る
プ
ラ
ス
改
定
で
評
価

に
値
す
る
が
、
厳
し
い
経
営
状

況
の
医
療
機
関
に
と
っ
て
引
き

上
げ
幅
が
決
し
て
大
き
い
と
は

言
え
な
い
。
ま
た
、
誰
も
が
質

の
高
い
医
療
・
介
護
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
地
域
の
体
制
を

し
っ
か
り
と
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。
我
々
が
し
っ
か
り
支
え

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
協
会
の
垣
田
さ
ち

子
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
各
部
会
か
ら
の
情
報
提

供
、
懇
談
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時

改
定
」「
医
療
提
供
体
制
・
保

険
制
度
改
革
の
現
状
と
各
地
区

の
医
療
課
題
」
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
意
見
交
換
し
た
。

　
医
師
偏
在
問
題
で
は
、
地
区

か
ら
「
人
口
が
減
少
し
て
い
る

地
区
で
開
業
し
よ
う
と
い
う
医

師
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
疑

問
が
出
さ
れ
、
協
会
は
「
人
口

が
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

経
営
が
成
り
立
た
な
い
。
そ
こ

で
、
医
師
少
数
地
域
で
開
業
を

促
す
た
め
に
地
域
別
診
療
報
酬

の
議
論
が
上
が
っ
て
き
て
い

る
。
さ
ら
に
、
キ
ャ
リ
ア
と
し

て
も
認
め
る
と
い
う
話
も
あ

る
」
と
国
の
議
論
状
況
を
紹

介
。
さ
ら
に
、「
国
が
力
を
い

れ
て
医
師
偏
在
問
題
を
取
り
上

げ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
実

態
を
み
て
考
え
て
い
る
と
は
到

底
思
え
な
い
。
人
口
と
い
っ
て

も
ど
う
い
っ
た
年
齢
分
布
な
の

か
で
話
は
全
然
違
っ
て
く
る
」

と
し
て
、
問
題
点
を
あ
げ
た
。

ま
た
、
地
区
か
ら
「
医
師
偏
在

問
題
に
か
か
わ
っ
て
、
最
近

困
っ
て
い
る
こ
と
が
病
院
勤
務

医
師
の
減
少
だ
。
血
液
内
科
、

呼
吸
器
内
科
、
膠
原
病
な
ど
を

診
る
専
門
医
の
常
勤
が
い
な

い
。
新
専
門
医
制
度
の
影
響
も

大
き
い
だ
ろ
う
。
で
き
れ
ば
2

〜
3
年
、
地
域
に
医
師
を
派
遣

す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
」
と
切
実
な
訴
え

が
出
さ
れ
た
。
協
会
は
「
自
治

医
大
の
京
都
の
卒
業
生
が
、
本

来
で
あ
れ
ば
京
都
府
北
部
へ
く

る
べ
き
医
師
だ
と
思
う
が
、
思

う
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う

だ
。
国
に
と
っ
て
も
大
き
な
課

題
だ
ろ
う
が
、
上
か
ら
制
度
を

押
し
付
け
て
も
な
か
な
か
難
し

い
」
と
述
べ
た
。

　
保
険
診
療
と
健
康
診
断
に
つ

い
て
、
地
区
か
ら
「
受
診
中
の

患
者
の
健
診
に
つ
い
て
保
険
診

療
と
の
区
分
を
明
確
に
す
る
た

め
、
別
日
の
実
施
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
日
実
施

の
希
望
も
あ
る
現
状
を
踏
ま
え

た
具
体
的
対
処
を
含
め
教
え
て

ほ
し
い
」
と
質
問
が
出
さ
れ

た
。
協
会
は
「
別
日
の
実
施
が

望
ま
し
い
が
、
同
日
で
も
問
題

な
い
。
た
だ
し
、
健
診

と
同
日
で
の
保
険
診
療

の
場
合
、
初
・
再
診
料

は
算
定
で
き
な
い
。
レ

セ
プ
ト
に
は
『
健
診
か

ら
移
行
』
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
を
記
載
す
る
こ

と
。
診
療
実
日
数
に
は

加
え
る
。
健
診
時
の
採

血
を
保
険
診
療
の
検
体

検
査
に
も
用
い
た
場
合

は
、
採
血
料
は
算
定
で
き
な

い
。
一
方
、
健
診
の
項
目
に
含

ま
れ
な
い
も
の
に
限
り
、
検
査

料
・
判
断
料
は
算
定
で
き
る
。

健
診
項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
検

査
を
別
途
保
険
請
求
し
て
は
い

け
な
い
。
内
視
鏡
検
査
が
健
診

項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合

で
、
病
変
を
認
め
た
場
合
は
、

生
検
し
た
以
降
を
保
険
診
療
と

し
て
も
良
い
と
い
う
解
釈
が
示

さ
れ
て
い
る
。
レ
セ
プ
ト
に
は

『
健
診
よ
り
』
等
の
コ
メ
ン
ト

を
記
載
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
説
明
し
た
。

　
そ
の
他
、
新
設
さ
れ
た
産

科
・
産
婦
人
科
の
特
例
加
算
に

つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

◇　

◇

　
2
0
1
7
年
度
地
区
医
師
会

と
の
懇
談
会
は
、
4
月
14
日
の

舞
鶴
医
師
会
と
の
懇
談
を
も
っ

て
予
定
を
終
了
し
ま
し
た
。
17

年
10
月
か
ら
開
始
し
、
21
地
区

医
師
会
と
懇
談
。
そ
の
中
で
い

た
だ
い
た
協
会
の
活
動
に
対
す

る
多
く
の
ご
意
見
は
、
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

出
席
者
14
人
で
開
催
さ

れ
た
舞
鶴
医
師
会
と
の

懇
談

疲
弊
が
深
刻
な
地
域
医
療
　
医
師
不
足
が
喫
緊
の
課
題

舞
鶴
医
師
会
と
懇
談

4
月
14
日
　
舞
鶴
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

京
都
・
乙
訓
医
療
圏
で
充
足
も
地
域
偏
在
あ
り

右
京
医
師
会
と
懇
談

4
月
5
日
　
右
京
医
師
会
館

出
席
者
12
人
で
開
催
さ

れ
た
右
京
医
師
会
と
の

懇
談

日常診療にすぐに役立つ 京都府保険医協会の

社会保険診療提要
医科 診療報酬点数表

2018年4月1日
改定版

4,650円
（写真は 2016 年版）

講師の松本委員長
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常
田
氏
は
、
ま
ず
、
医
療
法

人
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
に
分
け
て
解
説
。
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
経
済
面
で
は
、

所
得
税
率
（
個
人
住
民
税
含
め

最
高
55
％
）
と
法
人
税
率
（
実

効
税
率
約
28
〜
35
％
）
の
税
率

差
に
よ
る
節
税
、
法
人
化
初
年

度
の
概
算
経
費
率
の
活
用
に
よ

　
医
薬
分
業
の
有
無
は
、「
お

お
む
ね
院
外
処
方
」
が
63
％
、

「
お
お
む
ね
院
内
処
方
」
が
34

％
、
無
回
答
が
3
％
。
顧
問
税

理
士
に
つ
い
て
は
、「
い
る
」

が
91
％
、「
い
な
い
」
が
9
％

と
9
割
の
医
療
機
関
で
税
理
士

が
関
与
し
て
い
る
。

　
消
費
税
損
税
問
題
の
解
決
策

と
し
て
、
分
か
ら
な
い
38
％
、

非
課
税
還
付
（
日
医
案
）
が
良

い
28
％
、
ゼ
ロ
税
率
（
保
団

連
）
が
良
い
16
％
、
現
状
の
ま

ま
で
良
い
12
％
、
軽
減
税
率
が

良
い
6
％
で
あ
っ
た
（
図
）。 

　
分
か
ら
な
い
と
し
た
理
由

は
、「
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
考
え
る
と
ど
れ
が
良
い
か

分
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
見

や
、「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
保

団
連
」
あ
る
い
は
「
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
日
医
案
」
と
し
な
が

ら
も
、
判
断
し
か
ね
て
い
る
こ

と
が
伺
え
た
。
ま
た
、「
ゼ
ロ

税
率
は
実
現
に
は
相
当
困
難
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
意
味

で
は
非
課
税
還
付
（
日
医
案
）

が
よ
り
マ
シ
で
は
」
と
の
意
見

も
あ
っ
た
。

　
非
課
税
還
付
（
日
医
案
）
が

良
い
理
由
は
、「
高
い
薬
を
使

用
す
る
医
師
が
損
を
す
る
の
は

お
か
し
い
」「
ゼ
ロ
税
率
で
は

医
院
の
事
務
負
担
が
大
き
く
な

り
、
軽
減
税
率
で
は
患
者
の
負

は
、
医
薬
品
費
だ
け
で
な
く
、

医
療
材
料
費
、
検
査
・
清
掃
業

務
等
の
委
託
費
、
医
療
機
器
の

取
得
や
維
持
・
施
設
の
修
繕
等

の
設
備
投
資
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

仕
入
れ
に
か
か
る
消
費
税
が
、

医
療
が
非
課
税
で
あ
る
た
め

に
、
仕
入
れ
税
額
控
除
が
で
き

ず
に
生
じ
る
。
薬
価
に
つ
い
て

は
、
消
費
税
分
を
織
り
込
ん
で

算
出
さ
れ
る
の
で
、
医
療
機
関

の
消
費
税
負
担
分
は
ほ
ぼ
補
填

さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
理
解
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
が
伺
え
た
。
ま
た
、

消
費
税
損
税
問
題
の
解
消
策
に

つ
い
て
、
多
数
が
支
持
す
る
案

は
な
か
っ
た
が
、
今
後
消
費
税

が
10
％
に
増
税
さ
れ
何
の
対
策

も
講
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
で
は
、

医
療
機
関
経
営
の
継
続
が
厳
し

く
な
る
。
地
域
医
療
が
崩
壊
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
患
者
・
国
民

へ
の
影
響
も
多
大
だ
。
協
会

は
、
損
税
解
消
に
向
け
て
各
団

体
と
の
連
携
や
国
へ
の
働
き
か

け
を
強
め
て
い
き
た
い
。

損税解消に向けた解決策案

担
が
大
き
く
な
る
か

ら
」
で
あ
っ
た
。

　
ゼ
ロ
税
率
が
良
い
理

由
は
、「
患
者
・
医
療

機
関
と
も
負
担
が
増
え

な
い
の
が
良
い
」「
診

療
報
酬
で
の
補
填
が
ベ

ス
ト
と
思
う
が
、
消
費

税
増
税
で
は
損
税
解
消

に
な
ら
な
い
、
患
者
負

担
な
し
を
望
む
」。

る
節
税
、理
事
長
個
人・配
偶
者

へ
の
所
得
分
配
、
親
族
へ
の
役

員
報
酬
の
支
給
等
と
し
た
。
感

情
面
で
は
、
明
確
な
医
業
経
営

の
運
営
、
医
療
法
人
格
と
い
う

ス
テ
イ
タ
ス
感
等
を
挙
げ
た
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
経
済
面

で
は
、
い
っ
た
ん
法
人
化
す
る

と
原
則
後
戻
り
は
で
き
な
い
こ

と
、
解
散
時
の
残
余
財
産
が
国

等
に
帰
属
す
る
こ
と
、
節
税
の

た
め
に
個
人
資
産
が
少
な
く
な

る
こ
と
等
で
、
感
情
面
で
は
、

法
人
収
入
の
増
減
が
毎
月
の
理

事
長
報
酬
に
即
反
映
さ
れ
な
い

こ
と
、
事
業
報
告
書
や
貸
借
対

照
表
等
の
情
報
開
示
等
と
説
明

し
た
。

　
次
に
、
医
療
法
人
設
立
を
検

討
す
る
際
は
、
目
先
の
節
税
効

果
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
住
宅

ロ
ー
ン
や
教
育
費
等
の
資
金
繰

り
、
厚
生
年
金
保
険
料
の
負
担

を
考
慮
す
る
よ
う
注
意
を
促
し

た
。
医
療
法
人
化
に
よ
る
節
税

の
た
め
に
個
人
所
得
を
低
く
抑

え
る
と
、
住
宅
購
入
や
教
育
費

に
使
え
る
個
人
資
産
は
減
る
。

長
期
的
ス
パ
ン
で
無
理
の
な
い

計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
課
税

所
得
が
3
千
万
円
以
上
に
な
れ

ば
節
税
効
果
と
厚
生
年
金
保
険

料
の
負
担
が
同
等
に
な
る
の

で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
目
安
と
な

る
。
常
田
氏
は
、
厚
生
年
金
保

険
料
は
自
身
の
将
来
の
保

障
や
従
業
員
の
福
利
厚
生

の
充
実
が
採
用
や
雇
用
継

続
す
る
点
で
有
利
に
も
な

る
と
し
、
慎
重
に
判
断
す

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。 

　
そ
の
他
、
医
療
法
人
化

の
手
続
き
、
医
療
法
人
の

運
営
・
解
散
・
事
業
承
継
、

2
0
1
8
年
税
制
改
正
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
具
体

的
に
解
説
し
た
。

　
現
状
の
ま
ま
で
良
い
理
由

は
、「
院
外
処
方
で
仕
入
れ
は

少
な
い
か
ら
」「
医
療
機
関
に

と
っ
て
現
状
よ
り
有
利
に
な
る

こ
と
を
国
は
認
め
な
い
か
ら
」

で
あ
っ
た
。

　
消
費
税
損
税
問
題
に
つ
い
て

の
自
由
意
見
で
は
、「
引
き
下
げ

ら
れ
続
け
て
い
る
法
人
税
を
2

0
0
0
年
代
初
頭
に
戻
せ
ば
、

消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
は

必
要
な
い
」「
現
状
の
2
・
89

％
相
当
額
で
は
明
ら
か
に
損
税

が
生
じ
る
た
め
改
善
が
必
要
」

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
医
療
機
関
に
お
け
る
損
税

目先の節税効果に捉われず
長期的スパンで検討を
医療法人講習会を開催

　
協
会
は
、
医
療
機
関
に
お
い
て
、
診
療
報
酬
が
非
課
税
で
あ
る
た
め
、
仕
入
れ
に
か

か
っ
た
消
費
税
が
控
除
さ
れ
ず
に
生
じ
て
い
る
「
消
費
税
損
税
問
題
」
に
つ
い
て
、
今

後
の
協
会
活
動
の
方
向
性
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
代
議
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
各
医
療
団
体
が
主
張
す
る
解
決
策
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
を
ま
と
め
、
ど
の
解
決
策
が
良
い
と
思
わ
れ
る
か
質
問
し
た
。

代議員月例
アンケート 109

実
施
日
＝
2
0
1
8
年
3
月
14
日
〜
末
日

対
象
者
＝
代
議
員
89
人
、
回
答
数
＝
32
（
回
答
率
36
・
0
％
）

医
療
機
関
形
態
＝
個
人
無
床
診
療
所
56
％
、
法
人
無
床
診
療
所

34
％
、
法
人
病
院
6
％
、
法
人
有
床
診
療
所
3
％

消
費
税
損
税
問
題
に
つ
い
て

患
者
・
医
療
機
関
と
も
負
担
増
と
な
ら
な
い
解
決
を

長
期
計
画
の
も
と
法
人
化
を
と

解
説
す
る
常
田
氏

現行
課税制度への転換

非課税還付（日医案）
ゼロ税率（保団連案） 軽減税率

内
容

保険診療は非課
税とし、診療報
酬で補填。

保険診療を課税売上げと
みなし、消費税ゼロ％で
計算する。仕入れ等に支
払った消費税額は全額控
除でき、還付方式で損税
を解消する。

保険診療を基本
税率よりも低い
軽減税率で課税
にする。

保険診療は非課税のま
ま、診療報酬に仕入れ税
額相当額として上乗せし
ている2.89％※相当額を
上回る仕入れ消費税を負
担している場合、その超
過額の税額控除（還付）
を認める。

メ
リ
ッ
ト

・ 医療機関の損税負担が
完全になくなる。

・患者負担なし。

医療機関の損税
負担が完全にな
くなる。

・ 医療界として「非課
税」を守れる。
・ 会計処理しなくても、
損害は少ない（現状と
同じ）。
・ 診療報酬の引き下げが
ない。

デ
メ
リ
ッ
ト

診療報酬での補
填では損税解消
には不十分。消
費税が10％に
引き上げられる
と、さらに損税
が拡大する。

・ 医療は非営利であるこ
とが崩れて営利となさ
れ、事業非課税への影
響が懸念される。

・ 消費税に関する事務負
担が増える。

・財源を要する。
・ 課税業者になり、自由
診療等の消費税納税が
必要になる。

・ 理想的ではあるが、実
現可能性が低い。

・ 患者負担が増
える可能性が
ある。

・ 財源を要す
る。

・ 課税業者にな
り、自由診療
等の消費税納
税が必要にな
る。

・ 消費税対応分2.89％
は補填されたとは言え
ず不十分のまま。
・財源を要する。
・ 患者負担（内税的）は
残ったまま。
・ 消費税10％引き上げ
時に従来の補填方法で
対応すると、医療機関
の不平等は残る。

※〈消費税対応分を上乗せされたとされる診療報酬点数〉
国は、消費税導入時、増税時には、診療報酬改定で診療報酬に消費税対応分が上乗せさ
れたとしています。しかし、その後の改定でマイナス、包括化、廃止されて消失してい
るものが多く、補填は不十分です。
1989年（消費税３％の導入） 0.76％、1997年（消費税５％へ引き上げ）0.77％、
2014年（消費税８％へ引き上げ）1.36％で合計2.89％。

分からない
38％

軽減税率が
良い 6％ 現状のままで

良い 12％

ゼロ税率
（保団連案）
が良い
16％

非課税還付
（日医案）が
良い 28％

図 消費税損税問題の解決策

　協会は、ひろせ税理士法人・認定登録医業経営コ
ンサルタントの常田幸男氏を講師に、医療法人講習
会を３月30日に開催。本講習会は、２年に１回開催
しており、医療法人化のタイミングやメリット・デ
メリットを中心に解説した。京都クレジットサービ

ス㈱と提携している
ゴールドカードは、京
都府保険医協会の会員
は個人・家族・法人
カードとも年会費は永
久無料です。有利な特
典も備えています。ぜ
ひご利用下さい。

年
会
費

永
久
無
料

　医院経営から、贈与・相続、生命保険や損害保険な
どの税務も含めて、なんでもご相談いただけます！

年
会
費

永
久
無
料

ＤＣゴールド
カードの
ご案内

経営相談 ～協会の無料相談室～

◇ お問い合わせは協会事務局まで ◇
☎ 075-212-8877　FAX 075-212-0707

協力専門家一覧　税理士
柴田 陽一郎 税理士 乗岡　五月 税理士

外村　弘樹 公認会計士・税理士 牧野　伸彦 税理士
山口　美賀 税理士 鴨井　勝也 税理士
廣井　増生 税理士

◇ 会員の希望される税理士を
ご紹介します
◇随時、必要な時に相談できます
　ご都合の良い日を日程調整します
◇相談は無料（ただし、１事案１回限り）
　※ １事案につき１回の無料相談を超えてのご相談は、個別
相談に移行し有料になります
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協
会
の
医
療
制
度
検
討
委
員
会
は
2
0
1
7
年
度
第
6
回
の
会
合
を
3
月
20
日
に

開
催
。「
地
方
自
治
体
の
医
療
・
福
祉
政
策
の
再
建
と
発
展
に
向
け
た
提
言
と
り
ま

と
め
」
作
業
の
一
環
と
し
て
、
京
都
自
治
体
問
題
研
究
所
事
務
局
長
の
池
田
豊
氏
を

招
き
、「
京
都
市
に
お
け
る
人
事
政
策
と
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
た
。
同
氏
は
京
都
市
職
員
と
し
て
同
労
組
役
員
や
雑
誌
「
ね
っ
と
わ
ー
く
京

都
」
の
編
集
等
を
歴
任
し
た
経
験
か
ら
、
京
都
市
政
と
財
界
の
関
係
の
変
化
を
紹
介

し
つ
つ
、
現
市
政
の
政
策
が
必
ず
し
も
市
民
目
線
に
立
つ
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
原

因
を
考
察
し
た
。
以
下
、
池
田
氏
の
講
演
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
京
都
市
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
で
政
策
決
定
を
行
っ
て
き

た
か
、
そ
の
基
軸
は
一
つ
で
は

な
い
。

　
歴
史
的
に
変
遷
を
辿
れ
ば
現

在
の
問
題
も
見
え
て
く
る
。

　
市
政
分
析
と
言
え
ば
、
市
長

交
代
に
伴
う
政
策
変
化
に
着
目

し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
2
0

0
0
年
頃
に
至
る
ま
で
、
京
都

市
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
が
「
京
都
財
界
」
の
存
在
で

　
京
都
市
長
の
変
遷
も
見
て
お

き
た
い
。

　
舩
橋
求
己
市
長
（
1
9
7
1

〜
1
9
8
1
）、
今
川
正
彦
市

長
（
1
9
8
1
〜
1
9
8
9
）

時
代
は
「
五
色
豆
」（
文
字
通

り
の
オ
ー
ル
与
党
）
と
呼
ば
れ

た
。
し
か
し
1
9
8
5
年
6
月

議
会
で
、
今
川
市
長
は
「
戦
後

40
年
の
発
展
は
政
権
政
党
で
あ

る
自
民
党
の
お
か
げ
」「（
今
後

は
）
自
民
党
と
十
分
連
携
を
と

り
な
が
ら
や
っ
て
い
く
」
と
答

弁
。
五
色
豆
体
制
は
崩
壊
し

た
。
京
都
財
界
の
圧
力
に
よ
り

市
政
は
建
都
1
2
0
0
年
事
業

を
中
心
に
開
発
型
行
政
へ
一
気

に
突
き
進
ん
だ
。
市
は
財
政
と

規
制
緩
和
で
決
定
的
な
役
割
を

あ
る
。

　
京
都
財
界
を
代
表
す
る
組
織

の
京
都
商
工
会
議
所
の
会
頭

は
、1
9
6
0
年
代
ま
で
は「
伝

統
産
業
派
」
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
が
担
っ
て
き
た
。
70
年
代
に

な
る
と
60
年
代
に
経
済
同
友
会

で
勉
強
会
を
続
け
人
脈
を
形
成

し
て
き
た
「
近
代
産
業
派
」
の

人
た
ち
が
京
商
会
頭
、
役
員
を

担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
「
京
都
財
界
」
だ
。
彼
ら
は

京
都
の
経
済
発
展
の
原
動
力
を

産
業
政
策
、
地
域
開
発
に
求
め

た
。
京
都
タ
ワ
ー
建
設
論
争
は

象
徴
的
で
あ
る
。
近
代
産
業
派

が
主
導
し
た
経
済
同
友
会
は
、

京
都
タ
ワ
ー
建
設
に
反
対
だ
っ

た
。
当
時
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
タ

ワ
ー
建
設
は
観
光
に
よ
る
経
済

振
興
だ
っ
た
が
、
彼
ら
は
当
時

の
観
光
収
入
は
2
0
0
0
億
円

程
度
で
、
産
業
の
出
荷
額
は
そ

の
5
倍
以
上
あ
る
。
観
光
よ
り

産
業
振
興
と
強
く
主
張
し
て
い

た
。
彼
ら
が
主
導
権
を
握
っ
た

商
工
会
議
所
は
政
治
的
に
は
当

時
の
蜷
川
府
政
と
猛
烈
に
対
立

し
た
。
1
9
8
0
年
代
に
入
る

と
同
友
会
の
名
で
京
都
開
発
の

提
言
を
矢
継
ぎ
早
に
出
し
た
。

　
1
9
8
1
年
に
「
近
畿
に
活

力
を
！
た
ち
あ
が
る
京
都
か
ら

の
提
言
」「
新
し
い
京
都
づ
く

り
へ
の
提
言
：
新
平
安
京
―
二

極
群
体
都
市
の
構
想
」、
83
年

に
先
端
産
業
育
成
、
新
京
都
御

所
（
迎
賓
館
建
設
の
ル
ー
ツ
）、

地
下
鉄
や
高
速
道
路
建
設
が
相

次
い
で
提
言
さ
れ
、「
新
生
京
都

を
め
ざ
し
て
」
で
は
「
京
都
市

長
私
論
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
。「
京
都
財
界
」と
京
都
市
が

連
携
し
、
国
の
開
発
計
画
と
リ

ン
ク
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。

　
1
9
8
5
年
設
立
さ
れ
た

「
平
安
建
都
1
2
0
0
年
記
念

協
会
」
が
牽
引
車
と
な
っ
た
。

彼
ら
は
「
高
速
道
路
・
高
層
ビ

ル
・
地
下
鉄
」
が
揃
っ
て
こ
そ

近
代
都
市
だ
と
主
張
し
た
。
そ

し
て
実
際
に
高
速
道
路
は
開
通

し
、
高
さ
規
制
は
緩
和
さ
れ
、

地
下
鉄
も
開
通
し
た
。
し
か
し

一
連
の
事
業
が
現
在
の
膨
大
な

財
政
赤
字
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。

果
た
し
た
。

　
桝
本
賴
兼
市
長
（
1
9
9
6

〜
2
0
0
4
）
時
代
、
京
都
財

界
ト
ッ
プ
が
選
挙
演
説
で
「
財

界
と
意
見
の
違
う
人
が
市
長
に

な
る
の
は
許
せ
な
い
」
と
演
説

し
南
部
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

だ
が
三
期
目
頃
か
ら
京
都
財
界

は
京
都
市
政
へ
の
関
心
を
急
速

に
失
い
本
格
的
政
策
提
言
を
し

な
く
な
っ
た
。

　
そ
の
背
景
に
、
京
都
企
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
代
替
わ
り
が

あ
る
。
第
2
世
代
の
社
長
は
就

任
時
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た

企
業
を
受
け
継
い
だ
。
父
親
の

代
は
高
度
成
長
期
の
京
都
の
在

り
方
に
大
き
な
関
心
と
こ
だ
わ

り
を
持
ち
、
起
業
し
た
人
物

だ
っ
た
が
第
2
世
代
に
は
関
係

が
な
い
。

　
2
0
0
7
年
、
京
都
市
の

「
新
景
観
政
策
」
に
対
し
、
京

都
財
界
が
大
き
く
揺
れ
た
。
不

動
産
・
建
設
業
界
は
猛
烈
に
反

対
し
た
が
、
当
時
の
京
商
会
頭

は
景
観
政
策
に
賛
成
し
、
戦
後

京
都
の
景
観
が
乱
れ
過
ぎ
た
こ

と
、
50
年
後
1
0
0
年
後
を
見

据
え
、
美
し
い
京
都
を
取
り
戻

す
と
コ
メ
ン
ト
し
た
の
で
あ

る
。 

　
こ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し

た
京
都
企
業
が
開
発
か
ら
京
都

の
高
い
「
付
加
価
値
」
を
求
め

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
宣
言

し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

民
生
・
労
働
・
中
小
企
業
対
策
に

本
腰
入
れ
る
京
都
市
政
求
め
る

医療制度検討
委員会

京都自治体問題研究所事務局長
池田　豊 氏

略歴●京都自治体問題研究所　
副理事長・事務局長、元NPO
ねっとわーく京都理事長、元京
都自治労連委員長、元京都市職
員労働組合委員長

　
そ
し
て
今
日
、
何
が
起
き
て

い
る
の
か
。

　
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は

1
9
9
7
年
の
京
都
駅
ビ
ル
再

開
発
で
あ
る
。

　
京
都
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

を
使
っ
て
規
制
緩
和
を
強
行
し

た
挙
句
、
巨
大
駅
ビ
ル
に
伊
勢

丹
を
参
入
さ
せ
た
。
京
都
の
入

口
は
東
京
資
本
の
巨
大
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
化
し
、
新
た
な
開
発

　米国を除く11カ国によるＴＰＰ11の承
認案が 5月18日、与党などの賛成多数で
衆院を通過した。承認案は規定により参
院送付後30日で自然成立するため、6月
20日までの今国会での承認が確実になっ
た。「問題の多いＴＰＰの発効を強引に進
めようとしている」として、立憲民主、
国民民主、共産、自由、社民の 5野党は
茂木敏充経済再生担当相の不信任決議案
を衆院に提出。協定の批准に反対してき
たＴＰＰ反対京都ネットはこの日、四条烏
丸で抗議の街頭宣伝を行い、力ずくで押し通した政府を批判した。
　本紙にはＴＰＰ11の何が問題かをまとめたリーフレット「いい
ことひとつもなし！ ＴＰＰ11」を同封したので、ぜひ参照いただ
きたい。リーフはＴＰＰテキスト分析チームが作成したもので、
協定が誰のためのもので、何のためのものなのか、協定文からわ
かった事実を解説。下記ウェブサイトからもダウンロードできる。
（http://www.parc-jp.org/teigen/2018/tpp11/A6_8P_A3.pdf）

の
道
を
ひ
ら
い
た
。
そ
の
後
、

Ｊ
Ｒ
に
よ
る
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
、
鉄
道
博
物
館
・
新
駅

建
設
、
パ
チ
ン
コ
京
一
の
松
原

興
産
の
土
地
に
高
級
ホ
テ
ル
建

設
と
京
都
駅
周
辺
は
猛
烈
に
変

化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
参
入

す
る
の
は
京
都
資
本
で
は
な
く

Ｊ
Ｒ
や
京
阪
と
い
っ
た
鉄
道
、

土
地
、
金
融
資
本
で
あ
る
。

　
「
京
都
財
界
」
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
っ
て
の
地
域
の
産

業
・
商
業
政
策
の
重
要
性
が
低

下
し
関
心
を
持
た
な
く
な
っ

た
。
京
都
市
も
長
期
的
産
業
・

経
済
政
策
を
持
た
な
く
な
っ

た
。
そ
の
間
隙
を
縫
っ
て
東

京
・
大
阪
等
の
資
本
が
参
入

し
、
無
法
地
帯
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

の
中
で
現
市
長
は
確
固
と
し
た

京
都
論
、
政
策
を
欠
い
た
ま

ま
、
ひ
た
す
ら
観
光
集
客
、
宿

泊
室
確
保
を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
役
所
の
中
の
政
策

決
定
の
仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
か
つ
て
の
京
都
市
幹
部
は
、

京
都
財
界
と
の
関
係
を
重
視

し
、
そ
の
要
請
に
対
応
し
て
政

策
を
立
案
し
、
展
開
で
き
る
能

力
を
持
つ
人
材
を
育
成
し
て
き

た
が
そ
れ
は
崩
れ
た
。
重
要
な

役
割
を
果
た
す
の
が
副
市
長
だ

が
、
今
で
は
市
長
が
自
分
好
み

の
人
間
を
従
え
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
に

は
熱
心
だ
が
、
民
生
・
労
働
・

経
済
・
中
小
企
業
な
ど
の
政
策

に
関
心
が
な
い
。
京
都
市
政
が

市
長
の
選
挙
公
約
実
現
に
だ
け

没
頭
し
、
集
客
観
光
事
業
・
規

制
緩
和
・
民
営
化
、
委
託
化
が

推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
市
政
ト
ッ
プ
が
そ
う
し

た
情
況
で
あ
っ
て
も
、
下
か
ら

積
み
上
げ
る
政
策
の
伝
統
が
失

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
局
長
・
部
長
ク

ラ
ス
に
は
問
題
意
識
の
あ
る
職

員
も
多
い
。
そ
う
し
た
メ
ン

バ
ー
と
の
懇
談
機
会
を
何
度
も

積
み
重
ね
る
こ
と
は
、
運
動
的

に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

京
都
市
の
政
策
の
変
遷

京
都
市
長
の
変
遷観

光
に
特
化
し
た
再
開
発
の
街
へ

米国抜きでも危険な協定が衆院通過
＃いいことひとつもなし！ ＴＰＰ11

協力いただけ
る

医療機関を募
っています

医療機関で被災地支援の
物産展を開催しませんか?!

～ 協会は
被災地を応援します～

「私達にできることは何だろうか」
被災者や地域への支援に必要なのはスピードです。被災者の自立・生活再建には雇用と労
働が欠かせません。地域産業への協力や新規事業の開拓により、被災地の雇用を増やして
いきたいと思います。一日も早く三陸を復興し、みんなが笑って暮らせることを目指して
いきます。 （かけあしの会ホームページより抜粋）

東
北
名
産販売は

「かけあしの会」
岩手から
来られます!

設営から撤収まで
協会事務局が
お手伝いします。

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 5 月 2 5 日 第 3 0 2 6 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

　会員からの投稿を募集しています。
　随筆（800字程度）、写真、絵、短歌、詩な
ど、なんでも結構です。些少ながらお礼あ
り！多くの先生方の投稿をお待ちしておりま
す。締切は 6月29日（金）。

銷夏特集号への
会員の投稿募集



　
宇
治
の
町
中
で
は
、
平
等
院

が
あ
ま
り
に
有
名
で
、
そ
の
周

辺
を
訪
れ
る
人
が
多
い
。
対
岸

に
は
紫
式
部
を
記
念
す
る
源
氏

物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
莵
道
稚

郎
子
命
（
う
ぢ
の
わ
き
い
ら
つ

こ
の
み
こ
と
）
を
祀
る
宇
治
神

社
や
世
界
遺
産
の
宇
治
上
神
社

も
あ
り
、
塔
の
島
か
ら
緋
塗
の

夢
の
架
け
橋
・
朝
霧
橋
を
渡
っ

て
右
岸
に
立
て
ば
、
直
ぐ
に
辿

り
着
く
よ
う
誘
導
路
が
し
組
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
川
下
に

行
け
ば
、
右
側
に
高
野
山
真
言

宗
の
正
覚
院
が
あ
り
、
さ
ら
に

行
け
ば
、「
男
前
」の
地
蔵
尊
を

祀
り
（
図
左
）、
重
要
文
化
財

の
宇
治
橋
断
碑
を
守
る
真
言
宗

西
大
寺
派
の
雨
宝
山
放
生
院
橋

寺
（
拝
観
料
5
0
0
円
）
が
静

か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
。

歩
を
川
上
に
と
り
、
宇
治
茶
工

房
は
福
寿
園
の
北
壁
に
沿
っ
て

登
る
と
、
真
言
宗
智
山
派
の
朝

日
山
惠
心
院
が
、
さ
ら
に
行
き

発
電
所
の
放
水
溝
を
過
ぎ
て
左

側
に
は
曹
洞
宗
の
寺
、
東
禅
院

に
至
る
。
寺
庭
に
千
体
地
蔵
尊

が
祀
ら
れ
参
拝
で
き
る
。

　
そ
の
少
し
手
前
に
曹
洞
宗
は

道
元
禅
師
の
初
開
道
場
興
聖
寺

（
仏
徳
山
観
音
導
利
院
興
聖
宝

林
禅
寺
）
の
石
門
が
あ
り
、
琴

坂
を
登
る
。

　
こ
こ
興
聖
寺
で
は
、
毎
月
第

1
・
3
日
曜
午
前
に
無
料
の
坐

禅
会
が
あ
る
。
2
0
1
4
年
5

月
11
日
、
中
学
2
年
生
の
学
外

写
生
授
業
で
初
め
て
来
た
時
か

ら
久
し
振
り
に
訪
れ
、
次
週
に

予
告
の
坐
禅
会
で
初
め
て
半
跏

趺
坐
で
坐
っ
て
み
た
が
、
無
念

無
想
に
只
管
打
坐
す
る
な
ど
夢

の
ま
た
夢
、
妄
想
う
ご
め
く
常

の
時
と
知
っ
た
。
定
期
の
坐
禅

会
に
は
あ
ま
り
参
加
せ
ず
、
週

日
の
暇
な
折
に
観
光
（
営
繕
志

納
に
3
0
0
円
）
を
兼
ね
、
自

分
専
用
の
座
布
団
を
持
ち
込
み

池
の
傍
に
正
座
し
た
り
、
禅
師

自
作
の
本
尊
釈
迦
牟
尼
仏
や
文

殊
・
普
賢
菩
薩
を
祀
る
本
堂
の

廊
下
に
胡
坐
し
た
り
、
煩
悩
も

四
苦
36
回
・
八
苦
72
回
、
計
1

0
8
回
か
と
ゆ
っ
く
り
深
呼
吸

を
し
て
お
茶
を
濁
す
な
ど
自
己

修
養
も
そ
こ
ま
で
で
あ
る
。
知

祠
堂
で
は
、
手
習
い
正
観
音
像

が
祀
ら
れ
、
妙
法
蓮
華
経
は
観

世
音
菩
薩
普
門
品
偈
を
、
ま
た

建
立
寄
進
し
て
寺
院
再
興
を
果

た
し
た
永
井
尚
政
公
の
菩
提
寺

と
し
て
一
族
の
位
牌
が
祀
ら

れ
、
大
悲
心
陀
羅
尼
を
唱
え
て

供
養
す
る
。
開
山
堂
の
老
梅
庵

で
は
、
永
興
詮
慧
和
尚
作
の
道

元
禅
師
の
像
が
静
溢
に
安
置
さ

楽
と
思
え
ば
聴
い
て
も
唱
え
て

も
な
か
な
か
よ
い
。
よ
く
持
参

す
る
Ｃ
Ｄ
付
き
お
経
本
シ
リ
ー

ズ
（
双
葉
社
発
行
）
に
は
、
曹

洞
宗
、
真
言
宗
、
浄
土
宗
、
日

蓮
宗
、
浄
土
真
宗
の
も
の
が
あ

り
、
入
手
は
容
易
で
あ
る
。

　
宇
治
の
観
光
地
図
を
み
る

と
、
我
が
宇
田
医
院
の
近
所
に

も
、
日
蓮
宗
や
浄
土
宗
な
ど
の

寺
院
も
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
観

光
寺
院
で
は
な
く
訪
れ
難
い
。

行
っ
て
も
「
他
宗
の
者
が
何
し

に
来
た
か
？
」
と
訝
し
く
思
わ

れ
ぬ
か
と
心
配
に
も
な
る
。
し

か
し
、
納
経
帳
を
み
せ
、
御
朱

印
を
い
た
だ
き
た
い
と
頼
み
な

が
ら
参
詣
す
る
と
、
せ
い
ぜ
い

コ
レ
ク
タ
ー
か
と
の
誤
解
ま
で

で
済
む
。
奉
納
料
は
1
枚
3
0

0
円
が
相
場
ら
し
い
が
、
お
布

施
を
少
し
追
加
し
て
喜
捨
し
て

い
る
。

座
禅
や
経
典
読
誦
で
自
己
修
養
を
兼
ね

宇田 憲司（宇治久世）

近隣寺院観光近隣寺院観光
ナガラ

図
：
過
日
、
興
聖
寺
に
参
詣
時
、
こ
の
納

経
帳
を
示
せ
ば
堂
内
拝
観
料
が
無
料
に
な

る
と
勧
め
ら
れ
、
お
布
施
2
0
0
0
円
で

入
手
し
た
（
図
右
）。
以
後
よ
く
、
方
々

の
寺
で
も
記
帳
し
て
も
ら
う
（
図
左
）。

れ
、
般
若
心
経
や
修

証
義
な
ど
を
読
み
唱

え
る
の
に
丁
度
よ
い

雰
囲
気
で
あ
る
。
こ

う
し
て
一
回
り
す
る

と
2
時
間
く
ら
い
か

か
り
、
少
し
は
六
根

清
浄
に
も
な
る
筈
か

と
思
え
る
が
、
月
1

〜
2
回
で
は
効
果
も

そ
の
時
だ
け
、
帰
宅

し
て
仕
事
に
戻
る
と

ま
た
元
の
黙
阿
弥
で

あ
る
。
な
お
、
経
典

の
読
誦
な
ど
古
臭
い

と
誤
解
さ
れ
る
方
も

お
ら
れ
よ
う
が
、
声

明
・
詠
歌
な
ど
は
音

医
療
機
関
で
は「
接
客
」で
は
な
く「
接
遇
」

 
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ
に

　
協
会
は
4
月
11
日
・
12
日
の
2
日
に
わ
た
り
「
新
し
く

医
療
機
関
に
勤
め
ら
れ
た
方
の
研
修
会
」
を
開
催
。
有
限

会
社
ア
ミ
ス
の
協
賛
で
、
の
べ
94
人
が
参
加
し
た
。
1
日

目
は
、
㈱
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ
Ｉ
Ｑ
協
会
の
川
﨑
ゆ
か
り
氏

を
講
師
に
、
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
を
実
施
。
2
日
目
は
、
医

療
安
全
対
策
部
会
・
林
一
資
副
理
事
長
よ
り
「
医
事
紛
争

か
ら
見
た
医
療
従
事
者
と
し
て
の
心
構
え
」、保
険
部
会
・

種
田
征
四
郎
理
事
よ
り
「
知
っ
て
お
き
た
い
保
険
基
礎
知

識
（
請
求
留
意
事
項
）」
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
以
下
に

参
加
記
を
掲
載
す
る
。

今
、医
療
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る
接
遇

 

中
央
診
療
所
　
宮
畑 

澄
人

　
講
座
の
冒
頭
、
今
、
日
本
の

病
院
で
は
「
接
遇
」
を
重
要
視

し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と
川
﨑

先
生
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
今
や
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ

り
患
者
さ
ん
は
病
院
や
ク
リ

界
で
は
「
接
客
」
で
は
な
く

「
接
遇
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
、
私
に
と
っ
て
多
く

の
新
た
な
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
は
来

院
さ
れ
た
際
に
、
不
安
や
し
ん

ど
さ
を
抱
え
て
来
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
適
切
な
接
遇
を
す

る
こ
と
で
安
心
感
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
は
参
加
型
だ
っ

た
の
で
、
表
情
・
動
作
・
声
の

ト
ー
ン
・
言
葉
遣
い
で
患
者
さ

ん
の
心
が
ど
れ
だ
け
変
わ
る
か

を
体
感
で
き
ま
し
た
。
川
﨑
先

生
の
会
釈
の
仕
方
、
声
の
ト
ー

ン
、
体
全
体
を
使
っ
て
の
ご
案

内
の
動
き
を
模
倣
す
る
と
、
自

然
と
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
え
る

も
の
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
今
回
は
あ
く
ま
で
も

一
例
を
学
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
接
遇
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
も
の
で
は
な

く
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
対
応
が
で
き
る
か
が

今
後
の
自
分
の
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。
今
回
は
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
学
べ
る
き
っ
か
け
を
い
た

だ
け
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま

す
。
今
後
実
践
を
重
ね
、
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
い
安
心
感
を
与

え
ら
れ
る
医
療
従
事
者
に
な
る

べ
く
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ニ
ッ
ク
の
良
し
悪
し
を
口
コ
ミ

と
い
う
形
で
広
く
収
集
で
き
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
口
コ
ミ

を
投
稿
す
る
人
は
技
術
的
な
こ

　
当
日
は
30
度
、
快
晴
、
で
も

酒
蔵
は
少
し
冷
ん
や
り
、
ま
さ

に
酒
蔵
見
学
日
和
。

　
川
端
か
ら
東
一
条
を
東
へ
曲

が
る
も
酒
蔵
ら
し
き
も
の
が
見

え
ず
、
少
し
行
く
と
大
き
な
ビ

ル
の
上
に
「
松
井
酒
造
鴨
川

蔵
」
の
文
字
を
発
見
。
ビ
ル
の

1
階
は
ま
さ
し
く
酒
蔵
の
趣
き

満
載
。
入
口
を
入
る
と
「
純
大

混
ぜ
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
さ

れ
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
質
問
に

も
丁
寧
に
お
答
え
に
な
る
姿
勢

か
ら
、
お
酒
造
り
へ
の
思
い
、

こ
だ
わ
り
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
挑
戦
し
続
け
る
情
熱
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
発
酵
中
の
え

も
い
わ
れ
ぬ
良
い
香
り
を
味
わ

い
、
低
温
発
酵
、
低
温
熟
成
の

話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
で
も

そ
の
頃
私
は
試
飲
の
ほ
う
が
気

に
な
り
、
お
話
は
上
の
空
だ
っ

た
こ
と
を
白
状
し
ま
す
。

　
試
飲
は
「
無
濾
過
・
生
原

酒
・
大
吟
醸
神
蔵
」「
同
・
辛

口
純
米
・
神
蔵
」「
原
酒
・
し

ぼ
り
た
て
」「
に
ご
り
酒
」
2

種
の
計
5
本
が
呑
み
放
題
と
、

伏
見
の
「
中
畝
酒
店
」
の
ご
主

人
準
備
の
あ
て
3
種
と
と
も

に
、
松
井
氏
の
各
お
酒
の
お
話

を
聞
き
な
が
ら
各
自
い
い
具
合

に
出
来
上
が
っ
て
お
ら
れ
た
か

と
。

　
当
主
に
は
、
当
日
も
午
前
中

に
3
組
の
外
人
見
学
者
が
あ
り

と
毎
日
御
多
忙
に
さ
れ
て

い
る
に
も
拘
ら
ず
、
丁
寧

に
ご
案
内
下
さ
り
、
ま
た

当
主
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て

い
る
、
若
く
お
美
し
い

（
こ
れ
は
真
で
す
）
奥
様

の
ご
親
切
な
対
応
に
も
松

井
酒
造
の
酒
造
り
の
姿
勢

が
表
れ
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
。
日
本
酒
に
ご
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
ご

見
学
さ
れ
て
は
。
3
人
余

り
集
ま
れ
ば
ご
予
約
で
き

る
よ
う
で
す
。
感
謝
。

と
よ
り
、
良
い
お
も
て

な
し
や
親
切
に
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
感
銘
を

受
け
て
投
稿
す
る
こ
と

が
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
時
代
背
景

も
あ
っ
て
、
接
遇
が
重

要
視
さ
れ
て
き
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
以

前
、
営
業
職
を
し
て
い

た
私
は
、
マ
ナ
ー
や
接

客
に
つ
い
て
概
ね
習
得

し
て
い
る
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
が
、
医
療
業

吟
・
神
蔵
」
な
ど
の
お
酒
、
国

内
外
の
各
大
会
で
の
優
勝
賞

状
、
そ
し
て
正
面
に
金
閣
、
銀

閣
寺
を
は
じ
め
各
寺
社
御
用
達

の
看
板
が
目
に
留
ま
り
ま
す
。

当
日
は
私
の
つ
れ
あ
い
を
含
め

若
く
、
美
し
い
女
性
5
〜
6
人

と
あ
と
は
酒
好
き
の
お
っ
さ

ん
、
い
や
先
生
方
13
人
が
酒
蔵

へ
。

　
ま
ず
杜
氏
で
も
あ
る
若
き
当

主
、
松
井
氏
が
種
々
の
お
酒
に

ま
つ
わ
る
話
を
、
ユ
ー
モ
ア
を

救命救急対策に救急蘇生モデルのご活用を
　協会では、医療安全対策の一
環として医療機関向けに除細動
のトレーニングにも対応できる
救急蘇生モデルの貸し出しを
行っています。
　院内や院外での除細動器を
使った実践的なCPRトレーニン
グにご活用下さい。

対　　象：京都府保険医協会会員
　　　　　※原則として取りに来ていただける方
期　　間：10日間（希望多数の場合、早めにご返却いただくことがあります ）
貸出モデル：CPR対応訓練用モデル（除細動器の貸出可）
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

貸出要領

CPR対応訓練用モデル

貸出料：無料

チームで意見まとめその場で発表も

発
酵
中
の
良
い
香
り
を
確
認

酒
蔵
を
じ
っ
く
り
見
学 

試
飲
に
に
っ
こ
り

文
化
企
画

お
酒
造
り
の
思
い
熱
く

 

清
水 

城
司
（
伏
見
）

　
協
会
は
、
毎
回
人
気
の
日
本
酒
講
座
を
松
井
酒
造
に

て
4
月
21
日
に
開
催
。
参
加
者
は
23
人
と
な
っ
た
。
以

下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 5 月 2 5 日第 3 0 2 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月10日･25日発行



寺
町
通

川
端
通

木
屋
町
通

河
原
町
通

三条通

二条通

御池通地下鉄東西線
京都市役所前駅

京
阪
三
条

日 時

場 所

演 題

参加費

演 者

定期総会第71回

（第195回定時代議員会合併）

7月29日（日）午後2時～7時30分
京都ホテルオークラ4階 「暁雲」
（京都市中京区河原町御池）

午後2時 ～4時

午後4時15分 ～5時30分

午後5時40分 ～7時30分

第195回定時代議員会合併総　 会

講 演 会

懇 親 会

2017年度活動報告ならびに決算報告
2018年度活動方針（案）ならびに予算（案）

※各種ご参加は、後日お送りする往復ハガキにてお知らせ下さい。

※総会議案書は 7月中旬にお届けします。当日ご持参下さい。

ゴリラから見た人間の健康社会
京都大学総長　山極 寿一 氏

演奏　岸本 寿男 氏

会員 1,000円　 家族・従事者 5,000円

人間は、ゴリラやチンパンジーとの共通祖先と分かれてから、繁
殖力や共感力を高めて家族と共同体からなる重層社会を作ってき
た。しかし、近年の急激な人口増加と少子化、情報通信技術の発
達によって、身体や心と環境のミスマッチが生じている。そこ
で、人間の進化の歴史を振り返って、ゴリラの目から現在の人間
の暮らしを見つめなおしてみることにする。そこに、人間にとっ
て健康で豊かな未来の姿を見つけられれば幸いである。

講
演
要
旨

福引き
（尺八奏者：元国立感染症研究所室長・現岡山県環境保健センター所長 ）

（株）アミスセレクト、
かけあしの会の即売会も行います

※景品はイメージです。

分
申込締切は
7月20日（金）

※ジャズスタンダード曲等を演奏

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 5 月 2 5 日 第 3 0 2 6 号京 都 保 険 医 新 聞( 7 ) 毎月10日･25日発行



保 険 医 年 金2018年春の普及期間が開始

1.259％予定利率（最低保証利率） （2018年 1 月 1 日現在）
※16年度実績：1.361％

他の資金運用商品に比べても高水準を維持 !

 三井生命（幹事）・明治安田生命・富国生命・日本生命・太陽生命・第一生命引受保険会社

加入申込受付期間 6月20日（水）まで ※2018年 9 月 1 日付加入

月　払  1 口  1 万円   30口限度 （月30万円）
一時払  1 口 50万円  毎回 40口 （2,000万円）

加入
資格

加入
口数

満74歳までの協会会員 ※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

案内パンフレット（青色の冊子）は本紙に同封しています。

保険料は
20%割引
でお得!

○保険期間

8月5日
午後4時から1年間
（中途での加入も可能）

○会員のご家族も加入できます

ゴルフをたしなむ会員・ご家族のみなさま

ゴルファー保険にご加入ですか?

◆  ゴルフプレー中に他人に損害を与
えた時
◆  ゴルフプレー中にご自身がケガを
した時
◆ ゴルフ用品に事故があった時
◆  ホールインワン・アルバトロスを
達成した時 など

こんな時に補償されます！ 　新規開業資金融資の下限金利を0.3％まで引き下げ、保険医協会の
斡旋手数料無料のキャンペーンは、好評につき６月以降も継続しま
す。京都銀行と提携し、ご開業を全面的に支援します。新規開業をお
考えの際はぜひ保険医協会の融資制度をご利用下さい。

保険医協会は設備・運転資金をはじめ、子
弟教育資金、自由ローン（使途自由・1,000
万円まで無担保）、住宅ロー
ンなど低利な融資を取り
扱っていますので、お気軽
にお問い合わせ下さい。

6月以降も継続 !新規開業資金融資
金利・手数料優遇キャンペーン利 率 0.3％

斡旋手数料 無料
限度額 1億円
期 間  
～2019 年 5 月
委員会決定分まで

融資のことも
保険医協会に
ご相談を ！

お申し込み・お問い合わせは 京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで

相続に向けて準備しませんか？
～「遺言書の書き方」と「生命保険の活用」～

　法的に有効で、相続時にもめないための「遺言書の書き方」についての基本や
留意点等を法律の専門家（公証人）が分かりやすく解説します。また、相続税対
策として、ドクターにおススメの生命保険の活用についてもご案内します。もし
ものときに備えて、何から準備をしておけばいいのかと不安に感じておられる先
生やご家族のみなさまは、お気軽にご参加下さい。

遺言書とは…
● 遺言者の判断能力がある元気なうち
に、準備・作成することが大切
● 一度作成した「遺言書」は、状況の
変化に応じて、作り直すことが可能

公証人とは…
法的紛争を予防するために、遺言等の公正
証書の作成、会社等の定款の認証等を中
立・公正に担う法律の専門家。公証人は、
法務大臣が任命し、全国で約480人います。

日　時 6月21日（木）午後２時～４時
①午後 2時～ 3時30分　「遺言書の書き方」  京都公証人合同役場 天野 和生 氏
②午後 3時30分～ 4時　「生命保険の活用」

 三井生命保険株式会社 京都支社長 池部 宣行 氏
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
参加・お申込みは協会事務局まで ☎075-212-8877 参加費 無料

相続セミナ
ー

日　時 6月17日（日）午後２時～４時30分
場　所 京都府保険医協会・会議室
● 松田 亮三（立命館大学教授）
　 イタリアの医療制度について
● フランスチェスコ・ビアバーティ医師  講演
F.Biavati
1947年生まれ、ボローニャ在住
1978－2016　全国家庭医組合（SNAMI）ボローニャ理事長
現在 SNAMI名誉理事長、ボローニャ大学医学試験委員会委員長

● 髙木 幸夫（上京診療所所長）　
　 日本の家庭医の労働
● 高島 啓文（右京医師会会長）
　 医師会と地域医療
● 垣田 さち子（京都府保険医協会理事長）
　 日本の開業医的医療
主　催 特定非営利活動法人　非営利・協同総合研究所いのちとくらし
共　催 京都民主医療機関連合会　京都府保険医協会

京都講演シンポジウム

イタリア家庭医と日本の開業医の未来

入場無料
参加申込制
（定員50名）

日本語通訳付き

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 5 月 2 5 日第 3 0 2 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 8 )毎月10日･25日発行

この保険は、京都府保険医協会を契約者とする針刺し事故等による

感染症危険補償特約をセットした団体傷害総合保険です。

京都府保険医協会からのご案内です。ぜひともご覧ください。

１．医療関係の業務に従事中（実習中を含みます。）に生じた偶然な血液曝露（ばくろ）

事故により、ＨＢＶ（Ｂ型肝炎ウイルス）に感染され、Ｂ型肝炎を発病して治療

を受けられた場合、保険金をお支払いします。
２．医療関係の業務に従事中（実習中を含みます。）に生じた偶然な血液曝露（ばくろ）

事故により、ＨＣＶ（Ｃ型肝炎ウイルス）・ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）に感染さ

れた場合、保険金をお支払いします。３．日常生活における急激かつ偶然な外来の事故によるケガを補償します。

発病を待たずにお支払いできるため、治療費

や生活費などにご利用いただけます！

①

京都府保険医協会TEL 075-212-8877  FAX 075-212-0707                           

〒604-8162 京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637

インターワンプレイス烏丸６階E-mail：info@hokeni.jp HP：https://healthnet.jp/

2018年8月1日加入の場合申込締切 ７月 ６日

2018年度版
万が一針刺し事故等によりＨＢＶ、ＨＣＶ、ＨＩＶに感染したら・・・そんな不安を抱えている会員のみなさまに！

針刺し事故等補償プランの特長

４．団体割引２０％が適用されます。

針刺し事故等補償プラン身近なリスクの備え
、

従業員の福利厚生に
も

案内パンフレット（白色の冊子）
は本紙に同封しています。ぜひ
この機会に加入をご検討下さい。
お問い合わせは京都府保険医協会
（☎075-212-8877）まで。

被保険者が医療関係の業務に従事中に生
じた偶然な血液暴露事故を直接の原因と
して、HBVに感染後Ｂ型肝炎を発病して
治療を受けた場合、HCV・HIVに感染し
た場合に保険金をお支払い

1. 2.

3.

（団体傷害総合保険・損保ジャパン日本興亜取扱）

8月1日から 1年間

日常生活における急激かつ偶然な外来
の事故によるケガも補償

保険料は団体割引20％を適用（京都府保
険医協会が契約者となる団体契約）

中途でも加入
できます!!



在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
・
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合

管
理
料
に
新
設
さ
れ
た
包
括
的
支
援
加
算
に
つ
い
て

不
可
能
だ
っ
た
。
看
護
師
は
た

だ
ち
に
バ
ッ
ク
マ
ス
ク
に
よ
る

人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
開
始
し
た
。
急
変
後
15
分
経

過
し
て
、
医
師
が
到
着
し
蘇
生

処
置
を
継
続
し
た
が
、
約
40
分

後
に
患
者
の
死
亡
が
確
認
さ
れ

た
。
な
お
、
解
剖
は
患
者
家
族

に
拒
否
さ
れ
た
が
、
死
亡
診
断

書
上
の
死
因
は
肺
梗
塞
と
記
入

し
た
。

　
患
者
側
は
、
胸
が
苦
し
い
こ

と
を
伝
え
て
い
た
の
に
医
師
に

も
看
護
師
に
も
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
。
患
者
の
世
話
も
夫
に

任
せ
き
り
で
あ
っ
た
と
し
て
不

満
を
表
し
、
弁
護
士
を
介
し
て

調
停
を
申
し
立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
脳

外
科
的
・
循
環
器
科
的
に
異
常

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
蘇
生

処
置
も
遅
延
と
は
判
断
で
き
な

い
の
で
医
療
過
誤
を
否
定
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
年
11
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
必
要
と
思
わ
れ
る
検
査
等
の

記
録
は
当
然
な
が
ら
、
胸
が
苦

し
い
こ
と
も
、
カ
ル
テ
に
数
回

に
わ
た
り
記
載
さ
れ
て
お
り
、

患
者
側
の
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
主
張
は
否
定
さ
れ

た
。
患
者
の
急
変
か
ら
医
師
が

到
着
す
る
ま
で
15
分
間
か
か
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
看
護

師
が
措
置
を
し
て
お
り
、
も
っ

と
医
師
が
早
く
対
応
し
て
い
れ

ば
患
者
は
救
命
で
き
た
と
は
言

え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
医
療

機
関
側
に
過
誤
を
認
め
る
要
因

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

〈
結
果
〉

　
調
停
は
医
療
機
関
側
が
医
療

過
誤
を
否
定
し
た
の
で
不
調
と

な
っ
た
が
、
そ
の
後
に
患
者
側

の
主
張
が
途
絶
え
て
久
し
く

な
っ
た
た
め
に
、
事
実
上
の
立

ち
消
え
解
決
と
見
做
さ
れ
た
。

調
停
で
の
主
張
に
患
者
側
が
理

解
を
示
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

改
善
さ
れ
な
い
た
め
翌
日
に
観

察
入
院
と
な
っ
た
。
後
日
、
夫

が
車
椅
子
で
ト
イ
レ
に
患
者
を

誘
導
し
た
と
こ
ろ
、
ト
イ
レ
内

で
患
者
が
前
方
に
倒
れ
た
た
め

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
し
た
。
す
ぐ

に
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
病
室
に

移
動
さ
せ
た
が
、
血
圧
測
定
は

　
Ｑ
、
在
宅
時
医
学
総
合
管
理

料
・
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合

管
理
料
に
新
設
さ
れ
た
包
括
的

支
援
加
算
は
、
別
に
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
状
態
（
別
表
第

8
の
3
）
の
患
者
が
算
定
対
象

で
す
が
、
訪
問
診
療
が
月
１
回

の
場
合
で
も
算
定
で
き
ま
す
か
。

　
Ａ
、
算
定
で
き
ま
す
。
月
2

回
以
上
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い

る
場
合
（
別
表
第
8
の
2
の
患

者
に
対
し
て
行
う
場
合
を
除

く
）、
月
1
回
訪
問
診
療
を

行
っ
て
い
る
場
合
の
い
ず
れ
の

場
合
に
も
算
定
で
き
ま
す
。
ま

た
、
強
化
型
支
援
診
療
所
・
病

院
、
強
化
型
以
外
の
支
援
診
療

所
・
病
院
、
支
援
診
療
所
・
病

院
以
外
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も

算
定
で
き
ま
す
。

（
50
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
ク
モ
膜
下
出
血
で
初
診
。
患

者
は
、
開
頭
手
術
と
子
宮
全
摘

術
を
施
行
し
た
経
緯
が
あ
り
、

以
後
脳
神
経
外
科
に
通
院
中
で

あ
っ
た
。
口
腔
内
・
舌
に
ピ
リ

ピ
リ
感
を
感
じ
た
た
め
、
他
の

Ａ
医
療
機
関
循
環
器
科
を
受
診

し
た
が
異
常
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
当
該
医
療
機
関
に
も

同
症
状
で
受
診
し
て
頭
部
Ｃ

Ｔ
、
心
電
図
検
査
を
施
行
し
て

異
常
は
な
か
っ
た
が
、
症
状
が

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
74

カ
ル
テ
の
記
載
が
有
効
で
あ
っ
た
ケ
ー
ス

政
策
部
員
　
礒
部 

博
子

老
後
不
安
社
会
か
ら
の
転
換

　
先
日
、「
高
齢
者
ケ
ア
保
障

の
実
現
へ
」
と
い
う
題
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
、
佛
教
大
学
社
会

福
祉
学
部
教
授
の
岡
﨑
祐
司
氏

ら
を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
が
じ
わ
じ
わ
と
改

悪
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
年
金

で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
に
は

ま
す
ま
す
住
み
に
く
い
、
い
や

生
き
て
い
く
の
も
困
難
な
社
会

に
な
り
つ
つ
あ
る
日
本
。
も
と

も
と
、
介
護
保
険
は
公
的
保

障
・
公
的
責
任
の
度
合
い
の
非

常
に
薄
い
制
度
と
し
て
設
計
さ

れ
ま
し
た
。
社
会
保
険
が
本
来

備
え
る
べ
き
公
的
責
任
を
縮
小

さ
せ
て
保
険
主
義
を
前
面
に
押

し
出
し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
制
度
施
行
後
は
「
持

続
可
能
性
の
確
保
」
が
全
面
に

据
え
ら
れ
介
護
の
実
情
や
施
行

状
況
の
十
分
な
検
証
が
な
さ
れ

な
い
ま
ま
、
サ
ー
ビ
ス
が
削
ら

れ
負
担
は
増
大
す
る
と
い
う
改

悪
が
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
の

で
す
。

　
本
来
、
社
会
福
祉
と
は
、
ど

う
あ
る
べ
き
も
の
な
の
で
し
ょ

う
。「
保
険
原
理
」
ば
か
り
を

前
面
に
押
し
出
し
、
す
べ
て
の

人
々
の
最
低
限
度
の
生
活
を
国

が
責
任
を
も
っ
て
保
障
す
る
と

い
う
考
え
方
が
忘
れ
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
独
り
暮
ら
し
で
も
、
家
族
が

同
居
し
て
い
て
も
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
、
経
済
的
な
事
情
に

か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
受
け
ら
れ

る
制
度
に
「
再
設
計
」
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
高
齢

者
が
支
払
う
介
護
保
険
料
の
高

額
化
を
抑
え
、
所
得
の
状
況
に

合
わ
せ
た
支
払
可
能
な
額
に
設

定
し
直
す
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ま

ず
は
私
た
ち
が
声
を
上
げ
、
制

度
改
善
の
運
動
を
通
じ
て
国
に

働
き
か
け
る
べ
き
と
き
な
の
で

す
。手
遅
れ
に
な
ら
な
い
前
に
。 　

自
転
車
利
用
者
の
損
害
賠
償

責
任
保
険
の
加
入
義
務
化
に
つ

い
て
、
医
療
機
関
（
事
業
者
）

の
従
業
員
が
業
務
中
に
起
こ
し

た
自
転
車
事
故
の
損
害
は
、
協

会
の
医
師
賠
償
責
任
保
険
や
介

護
福
祉
事
業
者
賠
償
責
任
保
険

（
ウ
ォ
ー
ム
ハ
ー
ト
）
で
補
償

す
る
こ
と
は
既
報
（
本
紙
3
0

0
9
号
・
3
0
2
1
号
）
の
通

り
で
す
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
保
険
（
施
設

特
約
）
は
4
月
1
日
よ
り
補
償

す
る
自
転
車
の
台
数
制
限
（
2

台
以
下
）
を
撤
廃
し
、
事
業
者

所
有
の
す
べ
て
の
自
転
車
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
3
台
以
上

所
有
の
場
合
に
別
途
施
設
賠
償

責
任
保
険
等
の
加
入
は
不
要
で

す
。

　
業
務
中
の
事
故
で
あ
れ
ば
、

従
業
員
個
人
所
有
の
自
転
車
を

利
用
し
た
場
合
の
事
故
も
補
償

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

自
転
車
通
勤
時
の
事
故
は
補
償

対
象
外
の
た
め
、
従
業
員
個
人

が
加
入
の
「
個
人
用
」
保
険
で

の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留

意
下
さ
い
。

医
師
賠
償
責
任
保
険
等
の

加
入
者
カ
ー
ド
を
ご
確
認
下
さ
い

　
協
会
の
医
師
賠
償
責
任
保

険
、
個
人
情
報
漏
え
い
保
険
、

介
護
福
祉
事
業
者
等
賠
償
責
任

保
険
（
ウ
ォ
ー
ム
ハ
ー
ト
）、

医
療
事
故
調
査
費
用
保
険
、
嘱

託
医
活
動
賠
償
責
任
保
険
の
2

0
1
8
年
度
（
18
年
4
月
1
日

〜
19
年
4
月
1
日
）
の
加
入
者

カ
ー
ド
（
加
入
者
証
）
を
、
6

月
初
旬
ま
で
に
ご
加
入
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
ま

す
。
記
載
内
容
等
に
不
備
が
あ

る
場
合
は
、
京
都
府
保
険
医
協

会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
加
入
内
容
に
つ
い
て
、
4
月

1
日
以
降
の
変
更
は
反
映
さ
れ

　医師・医療機関にとって賠償責任への備
えは必須です。保険医協会の保険は会員の
みなさまからのニーズにお応えして、多様
な補償をご用意しています。
　お問い合わせは京都府保険医協会まで。
医賠責保険〈年間保険料〉下記以外の型も
ご用意しています。
◆Ａ型〈開設者が日医Ａ1会員の個人診療所〉：
 6,896円
◆ Ｃ100型〈法人診療所または非日医会員開設の
個人診療所〉： 80,624円（無床）

◆Ｅ100型〈非日医会員の勤務医師〉： 40,664円
◆Ｆ型〈日医会員の勤務医師〉： 4,000円

　
下
京
東
部
医
師
会
選
出
の

代
議
員
・
予
備
代
議
員
欠
員

に
伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数

は
定
数
以
内
で
し
た
の
で
、

京
都
府
保
険
医
協
会
選
挙
規

定
第
2
章
第
31
条
に
よ
り
、

無
投
票
当
選
人
と
決
定
し
ま

し
た
。
任
期
は
2
0
1
9
年

4
月
30
日
ま
で
。

 

（
敬
称
略
）

代
　
議
　
員
：
岸
本 

和
隆

　
　
　
　
　
　
和
田　

 

哲

予
備
代
議
員
：
小
畑 

寛
純

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　

補
選
結
果
の
報
告

下京
東部

て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。
す
で
に
お

申
し
出
い
た
だ
い
た
変
更
・
訂

正
分
は
、
あ
ら
た
め
て
加
入
者

カ
ー
ド
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。

万一の際のサポート力が違います!

※ 最終締切日の5月31日の時点で最小催行人数15人に満たな
い場合は中止をさせていただくことがあります。その際は
6月1日までに、お知らせします。

※ 行程は、変更される可能性もあります。また、当日の道路
事情などにより、行程の順序の変更もございますので、ご
了承下さい。なお、参加費については、行程・参加人数な
どで若干変更することがあります。

新・味わいと文化の旅2018

きまっし！ 北陸
～輪島温泉と金沢歴史の旅～

お申し込み・お問い合わせは　保団連文化部（☎03-3375-5121）まで

日　程 7月15日（日）・16日（月・祝日）
集　合 15日 9 時 ホテルルートイン金沢駅前
解　散 16日 各自（希望者は金沢駅12時）

宿　泊 輪島温泉・ホテル高州園
参加費 お一人 54,000円
 ● お一人でのご参加の場合、参加費が変わ

ります。あらかじめご相談下さい。
 ●現地までの交通費は各自
 ●３日間ご参加：お一人74,000円
参加規模 25人～30人（最少催行人数15人）

15日：ひがし茶屋街、 花嫁のれん館、 輪島温泉など
16日：終日自由行動。 解散時間は基本自由

 （希望者は兼六園・21世紀美術館・近江町市場でバスを下車 ）

前日オプション企画もあります！
　
春
の
叙
勲
で
、
久
山
元
氏

（
東
山
）
が
旭
日
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

春
の
叙
勲
を

お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 5 月 2 5 日 第 3 0 2 6 号京 都 保 険 医 新 聞( 9 ) 毎月10日･25日発行

事業用自転車の台数制限なし

医賠・ウォームハートの
補償が拡大



　
胡
治
邦
氏
（
享
年
96
、
乙

訓
）
1
月
3
日
ご
逝
去
。

　
南
部
吉
幸
氏
（
享
年
93
、
下

京
西
部
）
4
月
30
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

　
◇
パ
ワ
ハ
ラ
被
害
　
3
人
に

1
人
　
厚
労
省
の
調
査
で
は

　
労
働
者
と
企
業
間
の
ト
ラ
ブ

ル
を
裁
判
に
持
ち
込
ま
ず
に
迅

速
に
解
決
を
目
指
す
「
個
別
労

働
紛
争
解
決
制
度
」
に
基
づ
く

2
0
1
6
年
度
の
労
働
相
談

が
約
25
万
5
千
件
。
相
談
内
容

（
図
①
）
の
内
訳
で
、「
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
」
は
民
事
上
の

個
別
労
働
紛
争
の
相
談
件
数
で

は
5
年
連
続
ト
ッ
プ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
こ
う
し
た
事

態
を
受
け
て
、
初
の
パ
ワ
ハ
ラ

実
態
調
査
を
2

0
1
2
年
7
〜

9
月
に
実
施
、

民
間
企
業
に
勤

め
る
人
の
4
人

に
1
人
が
職
場

で
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受

け
た
経
験
が
あ

る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
年

代
別
で
は
30
代

が
27
・
2
％
で

最
多
。
内
容
で

は
、
大
声
で
叱

責
す
る
な
ど
の
「
精
神
的
な
攻

撃
」
が
55
・
6
％
で
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
加
害
者
は

「
上
司
」
が
約
8
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
2
0
1
6
年
度
に
行
わ
れ
た

パ
ワ
ハ
ラ
実
態
調
査
で
も
過
去

3
年
間
に
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
回

答
し
た
従
業
員
は
2
0
1
2 

年
度
実
態
調
査
の
25
・
3
％
か

ら
32
・
5
％
に
上
昇
し
て
い
ま

す
。

　
◇
厚
労
省
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
の

予
防
・
解
決
に
向
け
た
提
言
を

公
表

　
「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
は
、
同
じ
職
場
で
働
く

者
に
対
し
て
、
職
務
上
の
地
位

や
人
間
関
係
な
ど
の
職
場
内
の

優
位
性
（
上
司
か
ら
部
下
に
行

わ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
先

輩
・
後
輩
間
や
、
同
僚
間
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
優
位
性
を
背
景

に
行
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ

る
）
を
背
景
に
、
業
務
の
適
正

な
範
囲
を
超
え
て
、
精
神
的
・

身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
ま
た
は

職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為

を
い
う
」
と
定
義
し
た
報
告
を

行
い
ま
し
た
。「
報
告
」
で

は
、
裁
判
例
等
を
も
と
に
、
典

型
的
と
思
わ
れ
る
六
つ
の
行
為

　
ゴ
ミ
だ
ら
け
の
富
士
山
、
山

麓
の
現
状
に
危
機
感
を
強
め
た

野
口
健
氏
（
2
0
0
0
年
か
ら

ヒ
マ
ラ
ヤ
清
掃
登
山
を
行
っ

た
）
ら
の
提
唱
で
富
士
山
清
掃

が
始
ま
り
、
04
年
度
か
ら
07
年

度
の
4
年
間
で
回
収
さ
れ
た
ゴ

ミ
は
二
百
数
十
ト
ン
（
1
万
8

5
3
4
人
の
参
加
者
）
に
の
ぼ

り
、
13
年
度
ま
で
に
計
64
万
ト

ン
の
ご
み
が
富
士
山
清
掃
で
回

収
さ
れ
て
い
る
。 

　
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
1
9
9

7
年
ご
ろ
か
ら
改
良
を
進
め
、

06
年
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ト
イ

レ
が
環
境
配
慮
型
ト
イ
レ
（
非

放
流
ト
イ
レ
）
と
な
り
、
ご

み
・
ト
イ
レ
問
題
の
解
決
の
め

ど
は
立
っ
て
い
た
。
富
士
山
が

「
自
然
遺
産
」
登
録
を
目
指
す

に
は
右
記
以
外
に
本
質
的
な
問

題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
つ
ま

り
富
士
山
の
よ
う
な
コ
ニ
ー
デ

型
火
山
（
円
錐
形
）
の
独
立
峰

は
世
界
に
複
数
あ
る
。
富
士
山

は
成
層
火
山
で
あ
る
が
、
と
り

た
て
て
珍
し
い
も
の
と
は
い
え

ず
、
自
然
の
「
顕
著
な
普
遍
的

価
値
」
に
は
あ
た
ら
な
い
。
原

生
自
然
が
豊
か
に
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
の
に

人
間
の
手
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
な
ど
の
点
か

ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
困
難
で
あ

る
と
い
う
見
解
が
専
門
家
、
行

政
よ
り
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
そ
れ
で
は
と
2
0
0
5
年
4

月
よ
り
「
文
化
遺
産
」
登
録
に

む
け
て
転
換
す
る
活
動
が
積
極

的
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
13
年
6
月
、
9
年
間
の

努
力
が
実
を
結
び
登
録
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
有
の
問
題
点
、

改
善
点
の
指
摘
と
と
も
に
文
化

的
景
観
と
し
て
の
管
理
、
増
加

す
る
来
訪
者
の
管
理
戦
略
策

か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
も
あ
げ

ら
れ
る
。

　
も
し
「
自
然
遺
産
」
に
登
録

さ
れ
れ
ば
、
登
録
さ
れ
た
範
囲

の
自
然
に
手
を
加
え
る
こ
と
は

厳
し
く
禁
止
さ
れ
る
。
ゴ
ル
フ

場
や
遊
技
場
建
設
な
ど
は
も
っ

て
の
ほ
か
で
、
道
路
建
設
も
売

権
利
関
係
に
つ
い
て
は
行
政
も

簡
単
に
手
を
付
け
る
こ
と
は
困

難
で
、「
自
然
遺
産
」
登
録
は

ど
だ
い
無
理
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
悲
願
の
「
文
化
遺
産
」
に

登
録
を
果
た
し
た
も
の
の
、
ユ

ネ
ス
コ
の
勧
告
、
警
告
に
反
し

て
改
善
の
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い

場
合
、
登
録
を
抹
消
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
04
年
「
ド
レ
ス
デ

ン
・
エ
ル
ベ
渓
谷
」
は
「
文
化

遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
が
、
勧

告
に
反
し
て
街
の
中
心
部
に
橋

を
架
け
た
た
め
、
09
年
に
削
除

さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
オ
マ
ー

ン
の
「
ア
ラ
ビ
ア
オ
リ
ッ
ク
ス

の
保
護
区
」
は
「
自
然
遺

産
」
登
録
後
、
石
油
資
源

開
発
を
優
先
さ
せ
た
と
し

て
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

経
過
が
あ
っ
て
も
、私
は
、

富
士
山
が
「
文
化
遺
産
」

で
あ
る
理
由
と
し
て
、
富

士
山
と
い
う
自
然
の
営
み

に
宗
教
性
、
芸
術
性
を
見

出
し
て
き
た
日
本
人
の
自

然
観
や
文
化
観
が
国
際
的

に
認
め
ら
れ
た
の
だ
と
信

じ
た
い
。
富
士
山
の
存
在

が
も
た
ら
し
た
文
学
や
絵
画
や

行
事
、
歴
史
、
信
仰
な
ど
に
思

い
を
い
た
せ
ば
富
士
は
、
ま
さ

に
日
本
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

な
の
で
あ
る
。

バ
イ
オ
ト
イ
レ

　
燃
焼
式
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
オ

ガ
ク
ズ
（
微
生
物
が
汚
物
処
理

を
し
て
有
機
質
肥
料
に
変
え

る
）
を
利
用
す
る
バ
イ
オ
式
ト

イ
レ
、
か
き
殻
を
用
い
汚
水
を

ろ
過
す
る
バ
イ
オ
式
に
よ
る
環

境
に
優
し
い
自
己
完
結
型
の
ト

イ
レ
が
あ
る
。
一
基
設
備
管
理

料
は
5
0
0
0
万
円
も
か
か

る
。
そ
の
た
め
こ
れ
で
ま
か
な

え
る
と
は
思
え
な
い
が
ト
イ
レ

利
用
で
1
0
0
円
か
ら
3
0
0

円
程
度
の
協
力
金
は
必
要
で
あ

る
。
山
頂
に
も
途
中
の
山
小
屋

に
も
ト
イ
レ
は
完
備
さ
れ
て
お

り
、
宿
泊
者
（
宿
泊
者
は
最
初

の
1
回
の
協
力
金
で
い
い
と
言

わ
れ
る
）
の
他
、
一
般
登
山
者

に
対
し
て
も
開
放
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
使
い
終
わ
っ
た
紙

は
必
ず
備
え
付
け
の
ゴ
ミ
箱
に

捨
て
る
。現
在
、ゴ
ミ
に
つ
い
て

も
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
目

に
は
し
な
い
。
山
麓
の
青
木
ヶ

原
樹
海
の
ゴ
ミ
回
収
や
不
法
投

棄
に
も
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　
以
前
、
山
小
屋
の
ト
イ
レ
脇

の
悪
臭
が
耐
え
難
い
と
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は

全
く
な
い
。
し
か
し
、
燃
焼
式

ト
イ
レ
か
自
家
発
電
用
な
の
か

重
油
の
排
気
ガ
ス
臭
が
強
く
漂

う
場
所
も
あ
っ
た
。

出
典
：『
富
士
山
を
汚
す
の
は
誰
か
』

野
口
健
（
角
川
書
店
2
0
0
8
）、

『
世
界
遺
産
に
さ
れ
て
富
士
山
は
泣

い
て
い
る
』
野
口
健
（
2
0
1
4
）

類
型
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
①
身
体
的
な
攻
撃
：
暴
行
・

傷
害

　
②
精
神
的
な
攻
撃
：
脅
迫
・

名
誉
棄
損
・
侮
辱
・
ひ
ど
い
暴

言
　
③
人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離

し
：
隔
離
・
仲
間
外
し
・
無
視

　
④
過
大
な
要
求
：
業
務
上
明

ら
か
に
不
要
な
こ
と
や
遂
行
不

可
能
な
こ
と
の
強
制
、
仕
事
の

妨
害

　
⑤
過
小
な
要
求
：
業
務
上
の

合
理
性
な
く
、
能
力
や
経
験
と

か
け
離
れ
た
程
度
の
低
い
仕
事

を
命
じ
る
こ
と
や
仕
事
を
与
え

な
い
こ
と

　
⑥
個
の
侵
害
：
私
的
な
こ
と

に
過
度
に
立
ち
入
る
こ
と

　
④
⑤
⑥
つ
い
て
は
、「
業
務

の
適
正
な
範
囲
」
の
線
引
き
が

必
ず
し
も
容
易
で
な
い
場
合
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
◇
業
務
改
善
、
ミ
ス
し
た
職

員
に
注
意
す
る
こ
と
は
必
要
な

こ
と

　
使
用
者
の
職
員
に
対
す
る
業

務
命
令
権
は
、
労
働
契
約
か
ら

当
然
生
ず
る
権
限
で
す
。
職
員

は
院
長
の
適
正
な
範
囲
の
業
務

命
令
に
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
義
務
は
あ
り
ま
す
。

　
職
務
上
の
関
係
に
す
ぎ
な

い
、
院
長
と
職
員
の
人
間
関
係

が
全
人
格
的
な
上
下
関
係
と
み

な
さ
れ
て
行
う
行
為
は
間
違
い

で
す
が
、
職
務
の
円
滑
な
遂
行

上
、
指
導
を
目
的
と
し
た
注
意

や
叱
責
は
業
務
の
適
正
な
範
囲

内
で
あ
る
限
り
一
定
程
度
許
さ

れ
る
と
解
か
れ
る
し
、
そ
れ
自

体
が
違
法
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
医
療
機
関
に
お
い

て
は
放
置
で
き
な
い
こ
と
が
多

々
あ
り
ま
す
。

　
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
い
じ
め

等
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権

が
争
点
に
な
っ
た
裁
判
に
お
い

定
、
景
観
の
神
聖
さ
お
よ
び
美

し
さ
の
両
側
面
を
維
持
す
る
た

め
の
観
察
・
指
導
の
強
化
に
対

し
一
定
期
間
後
の
見
直
し
が
な

さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
「
条
件

付
き
」
登
録
で
あ
っ
た
。

　
ほ
か
に
も
問
題
点
、
つ
ま
り

地
元
観
光
業
者
と
自
然
保
護
団

体
の
利
害
が
一
致
し
な
か
っ
た

店
の
出
店
も
で
き
な
い
し
、
す

で
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
商

業
活
動
も
制
限
を
受
け
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
河
口
湖
、
山
中

湖
で
見
ら
れ
る
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
な
ど
の

観
光
産
業
は
？　
代
々
、
山
小

屋
を
営
業
し
受
け
継
い
で
き
た

人
々
の
権
利
は
？　
そ
れ
ら
の

て
「
原
告
の
事
務
処
理
上
の
ミ

ス
や
事
務
の
不
手
際
は
、
い
ず

れ
も
、
正
確
性
を
要
請
さ
れ
る

医
療
機
関
に
お
い
て
は
見
過
ご

せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
…
、
一

般
に
医
療
事
故
は
単
純
ミ
ス
が

そ
の
原
因
の
大
き
な
部
分
を
占

め
る
こ
と
は
顕
著
な
事
実
で
あ

り
、
そ
の
た
め
、
Ａ
が
、
原
告

を
責
任
あ
る
常
勤
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
育
て
る
た
め
、
単
純
ミ
ス

を
繰
り
返
す
原
告
に
対
し
て
、

時
に
は
厳
し
い
指
摘
・
指
導
や

物
言
い
を
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
が
、
そ
れ
は
生
命
・
健
康
を

　
「
開
業
以
来
3
年
の
勤
務
歴
、
50
歳
前
の
職
員
か
ら
、
パ

ワ
ハ
ラ
に
よ
り
適
応
障
害
と
な
り
、
勤
務
で
き
な
く
な
っ
た

た
め
、
年
休
の
消
化
、
離
職
理
由
を
医
院
都
合
に
よ
る
と
す

る
こ
と
、
解
決
金
と
し
て
給
料
の
3
カ
月
分
を
求
め
る
文
書

が
診
断
書
と
と
も
に
送
付
さ
れ
て
き
た
。
解
決
金
は
今
月
末

ま
で
に
振
り
込
む
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
後
輩
職
員
へ
の

対
応
が
き
つ
い
の
で
主
任
が
注
意
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

の
こ
と
」。
こ
の
よ
う
な
相
談
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ど

う
考
え
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

預
か
る
職
場
の
管
理
職
が
医
療

現
場
に
お
い
て
当
然
に
な
す
べ

き
業
務
上
の
指
示
の
範
囲
内
に

と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
到
底

違
法
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

◇　
　
◇

　
次
号
も
引
き
続
き
同
テ
ー
マ

で
、
違
法
性
の
判
断
基
準
や
使

用
者
の
安
全
配
慮
義
務
に
つ
い

て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

６月のレセプト受取・締切

基金
国保

８日
（金）

９日
（土）

10日
（日） 労災

11日
（月）

○ ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

「
世
界
文
化
遺
産
」登
録
の
意
義

八
合
目
の
急
な
溶
岩
岩
場

図①　民事上の労働紛争相談の主な内訳
いじめ・嫌がらせ
70,917 件
（22.8％）

自己都合退職
40,364 件
（13.0％）

解雇
36,760 件
（11.8％）労働条件の引下げ

27,723 件（8.9％）

退職勧奨
21,901 件
（7.1％）

その他
112,855 件
（36.3％）
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